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特
集
で
ゼ
ミ

生
の
日
坂
さ
ん

が
紹
介
し
た
と

お
り
、
我
が
ゼ

ミ
で
は
愛
知
万

博
に
つ
い
て
研

究
を
進
め
、
現

地
に
も
足
を
運

ぶ
。
で
は
今
な

ぜ
万
博
な
の
か
▼
私
自
身
を

含
め
て
、
か
つ
て
の
大
阪
万

博
の
め
く
る
め
く
体
験
を
記

憶
に
留
め
る
人
は
少
な
く
な

い
。
し
か
し
去
る
五
月
の
連

休
に
訪
れ
た
愛
知
万
博
は
、

到
底
そ
れ
に
及
ぶ
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
実
際
ゼ
ミ
生
の

中
に
は
、
半
端
で
は
な
い
入

場
料
を
払
う
な
ら
Ｕ
Ｓ
Ｊ
に

行
き
た
い
と
言
う
者
も
い
る

▼
だ
が
こ
の
万
博
は
周
辺
整

備
な
ど
も
含
め
る
と
数
千
億

円
規
模
に
も
及
ぶ
国
家
イ
ベ

ン
ト
な
の
で
あ
り
、
当
然
、

そ
の
費
用
の
大
半
は
公
費
で

ま
か
な
わ
れ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
▼
開
幕
当
初

低
迷
し
た
入
場
者
数
も
、
そ

の
後
の
伸
び
で
目
標
は
難
な

く
ク
リ
ア
さ
れ
そ
う
で
は
あ

る
。
と
は
い
え
見
か
け
上
成

功
裏
に
終
わ
っ
て
も
、
こ
れ

を
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
に
し

な
い
こ
と
も
重
要
だ
。
そ
の

た
め
に
も
、
会
場
を
つ
ぶ
さ

に
見
て
、
そ
の
是
非
を
検
証

し
て
み
る
意
義
は
大
き
い
は

ず
だ
。
こ
れ
か
ら
訪
れ
る
人

に
は
、
単
な
る
物
見
遊
山
に

終
わ
ら
せ
ず
、
改
め
て
私
た

ち
の
将
来
を
考
え
る
格
好
の

機
会
と
し
て
も
ら
い
た
い
と

願
う
次
第
で
あ
る
。

（
岡
田

朋
之
）

育
児
休
業
を
取
得
し
て
い
ろ
い
ろ
な
発
見
や
再
確
認
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ

は
、「
自
分
が
い
な
く
て
も
組
織
は
ま
わ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
分
が
休
業

を
取
っ
た
分
、
周
り
の
方
々
に
少
な
か
ら
ぬ
迷
惑
を
か
け
て
お
き
な
が
ら
こ
ん
な

こ
と
を
言
う
と
お
叱
り
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
改
め
て
そ
れ
を
感
じ
た
。

有
給
休
暇
に
お
い
て
も
、
そ
の
取
得
率
は
こ
こ
四
年
ほ
ど
五
割
を
き
っ
た
ま
ま

で
あ
る
。
あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
取
得
を
妨
げ
る
要
因
は
、
取
得
が
今
後
の
処
遇

に
悪
影
響
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
「
人
事
・
処
遇
へ
の
懸
念
」
や
、

自
分
が
休
む
と
業
務
が
ま
わ
ら
ず
同
僚
の
負
担
が
増
え
る
と
い
っ
た
「
要
員
管
理

・
業
務
量
管
理
上
の
問
題
」
で
あ
る
。
そ
の
解
決
の
た
め
に
は
、「
休
ん
だ
こ
と
が

マ
イ
ナ
ス
査
定
に
な
ら
な
い
」
こ
と
が
徹
底
さ
れ
、
そ
ん
な
心
配
な
く
休
め
る
職

場
を
築
い
て
お
く
こ
と
が
労
務
管
理
上
必
要
で
あ
る
。
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で

は
あ
る
が
。
さ
ら
に
は
、
確
か
に
同
僚
の
負
担
は
若
干
増
え
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
あ
な
た
が
休
ん
で
も
間
違
い
な
く
組
織
は
ま
わ
る
は
ず
で
あ
る
。組
織
は
そ
ん

な
に
柔
で
は
な
い
。思
い
切
っ
て
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
大
切
だ
ろ
う
。

私
は
最
近
「
�
―
�
―
�
型
人
生
」
を
前
提
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
の
必
要

性
を
説
い
て
い
る
。
二
十
年
を
ひ
と
く
く
り
「
１
」
と
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
平

均
寿
命
は
約
八
十
歳
な
の
で
、
二
十
歳
前
後
ま
で
の
就
学
中
心
の
時
期
�
、
六
十

歳
前
後
ま
で
の
仕
事
を
中
心
と
す
る
四
十
年
�
、
そ
し
て
組
織
を
離
れ
て
か
ら
人

生
に
幕
を
引
く
ま
で
の
二
十
年
�
と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
自

分
の
働
き
方
、
生
き
方
を
考
え
る
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
本
学
は
近
年
、
学
生
諸

君
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
の
醸
成
に
力
を
注
い
で
い
る
。
在
学
中
に
、
い
か
に
就
職
を

決
め
る
か
と
い
う
�
と
�
の
境
界
線
の
ク
リ
ア
だ
け
で
な
く
、
�
の
過
ご
し
方
も

視
野
に
入
れ
た
生
き
方
、
働
き
方
を
考
え
て
も
ら
う
こ
と
は
大
き
な
ね
ら
い
の
一

つ
だ
ろ
う
。

「
�
―
�
―
�
」
と
し
て
見
る
と
、
ワ
ー
ク
が
中
心
と
な
る
の
は
人
生
の
半
分

し
か
な
い
、
と
も
言
え
る
こ
と
に
気
づ
く
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
仕
事
中
心

の
�
の
期
間
で
も
、
一
年
、
一
週
、
そ
し
て
一
日
と
い
っ
た
ど
の
ス
パ
ン
で
見
て

も
、
そ
れ
ら
は
仕
事
生
活
（
ワ
ー
ク
）
と
仕
事
を
離
れ
た
生
活
（
ラ
イ
フ
）
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
仕
事
生
活
と
仕
事
を
離
れ
た
生
活
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
で
き
る
限

り
自
分
で
決
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
、
そ
し
て
現
状
で
は
、
で
き
る
だ
け
ラ
イ

フ
の
比
率
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
育
児
や
介
護
と
仕
事
の
両
立
が
メ
イ
ン
に
議
論

さ
れ
て
い
る
が
、
も
っ
と
広
く
、
自
分
の
時
間
の
ど
こ
に
仕
事
時
間
を
あ
て
は
め

る
か
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
自
分
で
決
め
る
「
自
律
」
が
重
要

と
な
る
。
こ
れ
ま
で
組
織
主
導
の
働
き
方
に
慣
れ
て
き
た
私
た
ち
が
、
自
分
の
働

き
方
を
自
分
で
決
め
て
い
く
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

「
会
社
に
い
る
」
と
い
う
時
間
を
評
価
し
て
く
れ
、
定
年
ま
で
の
雇
用
を
暗
黙
に

約
束
し
て
く
れ
た
年
功
的
な
労
務
管
理
が
終

焉
を
迎
え
て
い
る
今
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
こ
と
は
今
後
ま
す
ま
す

必
要
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
オ
フ
の
時
間
を

ど
こ
で
作
る
か
。
ま
ず
は
、
そ
こ
か
ら
始
め

て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

（
社
会
学
部
教
授
）

森森田田 雅雅也也
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セミナーハウスセミナーハウスでセミナーハウスで施設利用時間
８／１１～２０

休 業

休 業

休 業

休 業

８時３０分～２３時

通常通り開室（両室ともメンテナンスのため閉室することがある）

９時～１７時
（届け出により許可）

休 業

閉 館

休 業

９時～２０時
（届け出により許可）

休 業

休 業

休 館

休 業

休 業
（８／１８、１９は９時～１７
時まで開室）

閉 室

休 業

休 業

休 業

土・日曜日

休 業

休 業

休 業

休 業

（土）９時～２０時
（日）９時～１７時
（届け出により許可）

（土）９時～２０時
（日）９時～１７時
（届け出により許可）

閉 館

（土）１３時～２２時
（日）９時～１７時
（届け出により許可）

９時～２０時
（届け出により許可）

休 業

休 業

（土）１０時～１７時
（日）休 館

休 業

休 業

閉 室

休 業

休 業

休 業

平 日

９時～１７時

１３時～１９時

９時～１７時

９時～１７時

９時～２０時

９時～２０時

閉 館

１３時～２２時

９時～２０時

９時～１７時
（診察受付時間は９時３０
分～１５時３０分）

９時～１６時

１０時～２０時
（８／２９～９／２は１０時～
１７時、９／１９は休館）

９時～１７時

９時～１７時
（７／２９は９時～２０時）

１３時３０分～１６時３０分

１０時３０分～２１時

９時～１７時
（図書室は８／１０～９／
４は工事および工事後
の整理のため閉室）

１３時３０分～２１時

施 設

法・文・経済・商・社会・工学
部事務室

第２部学部事務室

大学院事務室

法科大学院事務室

ロー・ライブラリー

尚文館・児島惟謙館内自
習室

千里山中央体育館
千里山東体育館

誠之館１・３・４号館

誠之館２号館１階
（サテライトステーション）

誠之館６号館
（有鄰館）

誠之館５・７号館
（凱風館・新凱風館）

保健管理センター

心理相談室

総合図書館

ITセンター

キャリアセンター
就職情報資料室

キャリアデザインルーム

エクステンション・リー
ドセンター千里山キャン
パス事務室

総合情報学部事務室

高槻キャンパス事務室

図書室

体育館

エクステンション・リー
ドセンター天六キャンパ
ス事務室

千

里

山

高

槻

天
六

夏季休業中の施設利用

学
位
取
得�

本
学
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
を

夏
休
み
に
利
用
し
て
、
た
く
さ

ん
の
自
然
と
触
れ
合
い
、
夏
を

満
喫
し
ま
せ
ん
か
。

白
馬
栂
池
高
原
ロ
ッ
ジ
は
、

自
然
豊
か
な
長
野
県
の
北
部
、

栂
池
高
原
に
位
置
し
、
一
年
を

通
じ
て
利
用
で
き
ま
す
。
ロ
ッ

ジ
の
周
辺
に
は
、
多
く
の
温
泉

や
栂
池
自
然
園
が
あ
り
、
旅
の

疲
れ
を
癒
し
た
り
、
日
本
有
数

の
高
層
湿
原
に
触
れ
た
り
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

六
甲
山
荘
は
、
神
戸
市
の
北

部
に
連
な
る
六
甲
山
の
自
然
豊

か
な
山
腹
に
あ
り
、
四
季
折
々

の
自
然
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

山
荘
で
は
、
函
館
、
長
崎
と

な
ら
ん
で
日
本
三
大
夜
景
と
も

称
さ
れ
る
神
戸
の
夜
景
を
楽
し

み
な
が
ら
、
特
別
食
と
し
て
フ

ラ
ン
ス
料
理
を
味
わ
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。
ま
た
、
六
甲
山
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
山
荘

を
中
継
地
と
し
て
、
夏
の
自
然

を
満
喫
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

白
馬
栂
池
高
原
ロ
ッ
ジ
、
六

甲
山
荘
は
学
生
の
み
の
利
用
も

可
能
で
す
。

利
用
範
囲
、
申
し
込
み
方

法
、
料
金
等
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

【
申
し
込
み
方
法
と
場
所
】

利
用
開
始
日
の
二
週
間
前（
た

だ
し
、
そ
の
日
が
休
日
に
当
た

る
場
合
は
、
そ
の
前
日
）
ま
で

に
、
所
定
の
「
利
用
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
宿
泊

料
・
食
事
料
を
添
え
て
総
務
課

（
百
周
年
記
念
会
館
内
）
ま

で
。た

だ
し
、
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス

に
お
い
て
は
、
高
槻
キ
ャ
ン
パ

ス
事
務
室
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
詳
細
に
つ

い
て
は
、
総
務
課
（
百
周
年
記

念
会
館
内
）
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

（
総
務
課
）

白
馬
栂
池
高
原
ロ
ッ
ジ

六
甲
山
荘

本
学
に
お
け
る
研
究
活
動
を

産
業
界
に
紹
介
し
、
新
産
業
創

出
な
ど
科
学
技
術
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
、
な
ら
び
に
大
学

と
会
員
企
業
の
発
展
向
上
を
目

的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
関
西

大
学
科
学
技
術
振
興
会
（
寺
内

俊
太
郎
会
長
）
で
は
、
会
員
企

業
お
よ
び
学
内
研
究
員
の
優
れ

た
研
究
活
動
の
成
果
や
顕
著
な

功
績
が
認
め
ら
れ
る
産
学
連
携

活
動
と
、
知
的
財
産
の
創
造
、

活
用
に
対
す
る
表
彰
制
度
を
設

け
て
い
る
。

平
成
十
六
年
度
は
次
の
各
賞

に
つ
い
て
、
推
薦
依
頼
お
よ
び

募
集
し
、
五
月
二
十
八
日
の
本

年
度
総
会
に
お
い
て
発
表
、
表

彰
し
た
。

「
学
の
実
化
賞
」
は
、
河
原

秀
久
工
学
部
助
教
授
の
「
不
凍

た
ん
白
質
の
製
造
技
術
の
開

発
」
に
係
る
実
績
お
よ
び
産
学

連
携
活
動
へ
の
先
駆
的
な
取
り

組
み
が
評
価
さ
れ
、
表
彰
状
と

賞
金
百
万
円
が
贈
呈
さ
れ
た
。

「
研
究
奨
励
賞
」
は
、
工
学

部
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
四
年

次
生
（
当
時
）
の
松
井
孝
文
氏

と
中
江
陽
子
氏
の
「
検
索
可
能

な
ｗ
ｅ
ｂ
版
福
祉
マ
ッ
プ
の
作

成
」
に
対
す
る
研
究
活
動
が
評

価
さ
れ
、
表
彰
状
と
賞
金
五
万

円
が
贈
呈
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、「
産
学
連
携
賞
」
は

三
件
、
北
嶋
弘
一
工
学
部
教
授

と
�
紀
和
鉄
工
所
の
「
工
作
機

械
用
す
べ
り
ガ
イ
ド
の
開

発
」、
北
嶋
弘
一
工
学
部
教
授
と

聖
和
精
密
工
機
�
の
「
ツ
ー
ル

ホ
ル
ダ
ー
の
開
発
」、
安
田
陽
工

学
部
助
教
授
と
�
マ
ザ
ー
ズ
の

「
小
型
風
力
発
電
用
発
電
機
の

開
発
」
に
係
る
各
実
績
に
対

し
、
産
学
連
携
活
動
の
具
現
化

で
あ
る
と
評
価
さ
れ
、
各
々
に

表
彰
状
、
北
斗
七
星
の
盾
が
贈

呈
さ
れ
た
。

「
技
術
開
発
賞
」
は
、
安
田

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
�
の
「
脱
塩
化

ビ
ニ
ー
ル
樹
脂
に
よ
る
ス
ポ
ン

ジ
の
開
発
」
の
技
術
開
発
に
係

る
実
績
が
優
れ
た
成
果
で
あ
る

と
評
価
さ
れ
、
表
彰
状
、
八
稜

鏡
の
盾
が
贈
呈
さ
れ
た
。

（
先
端
科
学
技
術
推
進
機
構
）

大学院学内進学試験の合格発表
２００６（平成１８）年度大学院（法学、文学、経
済学、商学、社会学、総合情報学、工学および
外国語教育学研究科）の学内進学試験を実施し
た。全研究科の合格発表は６月１３日に行った。

「学の実化賞」の表彰

●
文
部
科
学
省
委
嘱
事
業「
関

西
大
学
英
語
指
導
力
開
発
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
事
業
」
に
つ

い
て文

部
科
学
省
の
委
嘱
を
受

け
、
標
記
事
業
を
本
学
外
国

語
教
育
学
研
究
科
が
実
施
す

る
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
将

来
指
導
的
立
場
に
立
つ
中
・

高
等
学
校
の
英
語
教
員
を
対

象
に
、「
英
語
教
師
力
」
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
合

宿
形
式
等
に
よ
る
実
践
授
業

研
究
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
文
部
科
学
省
の

「
英
語
が
使
え
る
日
本
人
」
育

成
の
た
め
の
行
動
計
画
の
事
業

の
一
つ
で
あ
る
。

●
教
養
教
育
を
主
と
し
た
学
部

教
育
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

学
長
か
ら
全
学
共
通
教
育
推

進
機
構
（
機
構
長
�
柏
木
治
文

学
部
教
授
）
宛
に
行
っ
た
「
教

養
教
育
を
主
と
し
た
学
部
教
育

改
革
に
つ
い
て
」（
平
成
十
六
年

十
月
十
二
日
付
）
の
諮
問
に
対

し
、
答
申
（
平
成
十
七
年
三
月

三
十
一
日
付
）
が
提
出
さ
れ
、

同
答
申
の
骨
子
を
基
本
構
想
と

し
て
採
択
す
る
こ
と
が
六
月
一

日
開
催
の
学
部
長
会
議
に
お
い

て
了
承
さ
れ
た
。

今
後
、
全
学
共
通
科
目
策
定

会
議
を
設
置
し
、
具
体
案
を
策

定
す
る
。

●
「
関
西
大
学
の
学
生
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
係
る
関
連
諸
規
程
等

の
策
定
お
よ
び
重
点
種
目
の
選

定
と
支
援
策
」
の
諮
問
に
つ
い

て
学
長
か
ら
保
健
体
育
委
員
会

（
委
員
長
�
奥
和
義
商
学
部
教

授
）
宛
に
標
記
諮
問
を
行
っ

た
。
こ
れ
は
、
保
健
体
育
委
員

会
か
ら
の
「
関
西
大
学
が
選
択

す
べ
き
�
学
生
ス
ポ
ー
ツ
の
在

り
方
�
に
つ
い
て（
答
申
）」（
平

成
十
七
年
三
月
十
六
日
付
）
を

受
け
、
さ
ら
に
�
「
関
西
大
学

ス
ポ
ー
ツ
選
手
綱
領
」
（
仮

称
）
の
策
定
、
�
「
関
西
大
学

体
育
会
活
動
振
興
支
援
規
程（
仮

称
）
の
策
定
、
�
重
点
種
目
の

選
定
（
選
定
方
法
・
選
定
基
準

等
を
含
む
）
お
よ
び
重
点
種
目

ご
と
の
具
体
的
支
援
等
に
つ
い

て
の
具
体
的
検
討
を
諮
問
し
た

も
の
で
あ
る
。
答
申
期
日
は
平

成
十
七
年
十
月
三
十
一
日
。

●
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ユ
ニ
ッ

ト
の
設
置
に
つ
い
て

新
た
に
「
大
阪
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ユ
ニ
ッ
ト
」（
研
究
代
表
者
�

陶
山
計
介
商
学
部
教
授
）
が
設

置
さ
れ
る
。

本
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
大
阪
の
再

生
に
向
け
て
、
大
阪
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
を
推
進
す
る
た
め
、
大
阪

府
を
中
心
に
発
足
し
、
本
学
も

積
極
的
に
参
画
し
て
い
る
「
大

阪
ブ
ラ
ン
ド
コ
ミ
ッ
テ
ィ
」
に

関
与
す
る
も
の
で
あ
る
。「
大
阪

ブ
ラ
ン
ド
コ
ミ
ッ
テ
ィ
」
の
活

動
は
「
大
阪
ブ
ラ
ン
ド
情
報

局
」
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
公
開

さ
れ
て
い
る
。

橋
本
紀
子
（
経
済
学
部
教

授
）／
博
士（
経
済
学
）神
戸
大
学

「
戦
後
日
本
経
済
に
お
け
る
家

計
の
消
費
行
動
」

学
位
取
得
年
月
日
は
平
成
十
七

年
二
月
八
日

六甲山荘
本学教職員、学生、生徒、校友など

１，５８０円（通年）【日帰り利用可】
３，１５０円（通年）【日帰り利用可】

５００円
２,０００円・２,５００円・３,５００円

毎週水曜日
４泊５日

白馬栂池高原ロッジ

２，６３０円（夏季）
５，２５０円（夏季）

６３０円
１，５８０円
毎週木曜日

利用範囲
学内者
学外者
朝食
夕食

休館日
利用限度

宿泊料

食事料

２００６（平成１８）年度
大学院博士課程前期課程学内進学試験結果

合格
者数

５

５

４

１４

２

４

６

８

３

１２

７

０

１

１

６

０

４

５４

４

２

６

０

１

１

０

２

２

３

１

４

９

２

１６

３

１４

１７

―

０

３６

２７

２１

１１

１１

５

２０

２４

２０

１２

１８７

６

３０３

志願
者数

５

５

４

１４

２

４

７

９

５

１２

７

０

１

１

６

３

６

６３

４

２

６

０

１

１

０

２

２

３

３

５

２８

３

３９

３

１５

１８

―

０

３６

２７

２１

１１

１２

５

２０

２４

２０

１２

１８８

６

３３７

定員

６０

６０

１０８

１０８

５０

５０

５

１５

２０

５

１５

２０

４０

１０

１０

１０

１０

４０

４０

４０

８０

１２５

４０

１１０

２７５

２５

６７８

コース・専修・分野

法政研究コース

企業法務コース

公共政策コース

英文学

英米文化

国文学

哲学

芸術学美術史

日本史学

西洋史学・アジア史学

ドイツ文学

フランス文学

中国文学

地理学

教育学

心理学

プロジェクトコース

アカデミックコース

研究者コース

専門職コース

計

研究者コース

専門職コース

計

―

―

―

―

―

―

応用自然科学分野（数学系）

応用自然科学分野（物理・応用物理学系）

機械工学分野

先端情報電気工学分野

電子情報システム工学分野

システムマネジメント工学分野

都市環境工学分野

建築学分野

化学工学分野

応用化学分野

先端マテリアル工学分野

生命・生物工学分野

―

―

専攻

法学・
政治学

計

総合人文学

計

経済学

計

商学

会計

計

社会学

産業社会学

社会心理学

マス・コミュニケーション学

計

社会情報学

知識情報学

計

システム
デザイン

ソーシャル
デザイン

ライフ・
マテリアル
デザイン

計

外国語教育学

合計

研究科

法学

文学

経済学

商学

社会学

総合情
報学

工学

外国語
教育学

学
の
実
化
賞
、

研
究
奨
励
賞
等
の
表
彰

関西大学科学技術振興会

（２）平成１７年（２００５年）７月１５日第 ３２８ 号
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来
年
３
月
９
日
完
成
予
定

来
年
３
月
９
日
完
成
予
定

来来
年年
３３
月月
９９
日日
完完
成成
予予
定定

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ごご
協協
力力
をを
おお
願願
いい
しし
まま
すす

第
３４
回

関
西
大
学

吹
田
市
民
講
座

第
２５
回

関
西
大
学

お
お
さ
か
文
化
セ
ミ
ナ
ー

第
７
回

関
西
大
学
公
開
講
座

（
高
槻
市
）

公
開
講
座

フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５

第
４
回

関
西
大
学

サ
タ
デ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ

第
１６
回

考
古
学
入
門
講
座

平
成
十
七
年
度
の
私
立
大
学

学
術
研
究
高
度
化
推
進
事
業
と

し
て
文
部
科
学
省
か
ら
選
定
を

受
け
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

う
ち
、「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推

進
事
業
」
で
は
、
大
学
院
文
学

研
究
科
の
「
人
間
活
動
理
論
研

究
セ
ン
タ
ー
」
と
東
西
学
術
研

究
所
の
「
ア
ジ
ア
文
化
交
流
研

究
セ
ン
タ
ー
」
の
二
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
す
る
研
究
施

設
と
し
て
、
以
文
館
「
学
術
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
」（
仮

称
）
を
増
築
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
ま
た
、「
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ

ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
」

と
し
て
選
定
さ
れ
た
博
物
館
・

文
学
部
を
母
体
と
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「
な
に
わ
・
大
阪
文
化

遺
産
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」
で

は
、
簡
文
館
「
オ
ー
プ
ン
・
リ

サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
」
（
仮

称
）
を
増
築
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

前
者
は
、

岩
崎
記
念
館

別
館
（
旧
大

学
院
ホ
ー

ル
）
を
解
体

し
、
そ
の
跡

地
に
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト

造
陸
屋
根
四

階
建
て
の
建

物
を
以
文
館

に
接
続
し
て

増
築
す
る
。

こ
の
建
物
は

建
築
面
積
千

三
十
七
・
〇

六
平
方
�
、

延
床
面
積
三

千
七
百
七
十

九
・
四
七
平

方
�
の
規
模

を
有
し
、
一
階
に
は
食
堂
・
コ

ン
ビ
ニ
コ
ー
ナ
ー
、
二
階
に
は

「
人
間
活
動
理
論
研
究
セ
ン
タ

ー
」
の
諸
室
、
三
階
に
は
「
ア

ジ
ア
文
化
交
流
研
究
セ
ン
タ

ー
」
の
諸
室
、
四
階
に
は
両
研

究
セ
ン
タ
ー
で
共
用
す
る
諸
室

を
設
置
す
る
。

ま
た
、
後
者
は
、
簡
文
館
の

一
部
と
第
１
学
舎
１
号
館
の
一

部
を
解
体
し
、
そ
の
跡
地
に
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
陸
屋
根
四

階
建
て
の
建
物
を
簡
文
館
に
接

続
し
て
増
築
す
る
。
こ
の
建
物

は
建
築
面
積
四
百
四
十
五
・
五

一
平
方
�
、
延
べ
床
面
積
千
五

百
七
十
七
・
〇
六
平
方
�
の
規

模
を
有
し
、「
な
に
わ
・
大
阪
文

化
遺
産
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の

諸
室
を
各
階
に
設
置
す
る
。

こ
れ
ら
の
工
事
に
伴
い
、
次

の
と
お
り
安
全
対
策
を
実
施
し

て
い
る
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
協

力
願
い
た
い
。

�
工
事
車
両
が
通
行
す
る
範
囲

の
要
所
に
警
備
員
を
配
置
す

る
。

�
そ
れ
ぞ
れ
の
工
事
現
場
の
範

囲
を
、
高
さ
三
�
の
鉄
板
製

仮
設
塀
で
区
画
す
る
。

�
大
学
正
門
付
近
か
ら
以
文
館

前
ま
で
は
、
歩
道
と
車
道
を

分
離
し
て
歩
行
者
の
安
全
を

確
保
す
る
。
以
文
館
工
事
現

場
か
ら
簡
文
館
工
事
現
場
に

至
る
道
路
も
歩
道
と
車
道
に

分
離
す
る
。

�
尚
文
館
玄
関
前
の
道
路
を
歩

行
者
の
迂
回
路
と
す
る
。

�
以
文
館
工
事
現
場
内
の
道
路

は
、
工
事
時
間
帯
の
八
時
か

ら
十
八
時
半
頃
ま
で
、
警
備

員
の
指
示
の
下
で
一
般
車
両

の
通
り
抜
け
を
可
能
に
す

る
。

（
こ
の
工
事
時
間
帯
外
の
時

間
と
日
曜
日
等
の
工
事
の
休

日
は
、
現
場
内
道
路
を
開
放

し
て
い
る
の
で
従
前
ど
お
り

歩
行
者
も
通
行
で
き
る
）

�
工
事
現
場
に
近
い
危
険
な
通

路
は
遮
断
す
る
。（

施
設
課
）

高
校
生
や
受
験
生
を
対
象
と

す
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の

日
程
が
決
定
し
た
。
七
月
二
十

九
日（
金
）・
三
十
日（
土
）に
開
催

す
るSum
m
erC
am
pus

千
里
山
―1st
S
tage

―

を
は
じ

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
応
じ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い

る
。
知
り
合
い
の
高
校
生
や
受

験
生
に
ぜ
ひ
す
す
め
て
く
だ
さ

い
。

主
な
内
容

学
部
別
相
談
コ
ー

ナ
ー
、
各
学
部
に
よ
る
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
入
試
概
要
説
明
、

入
試
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
関

大
生
へ
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
、
総

合
図
書
館
・
Ｉ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
施
設
見
学
、
キ
ャ
ン
パ
ス

ミ
ニ
ツ
ア
ー
、
資
料
配
布
、
ビ

デ
オ
上
映
な
ど
。

な
お
、日
程
に
よ
っ
て
内
容
は

異
な
る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

（
入
試
セ
ン
タ
ー
）

日
時
七
月
二
十
日
（
水
）

十
三
時
〜
十
四
時
半

場
所
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
尚
文

館
一
階
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
Ａ
Ｖ

大
教
室

講
師
一
圓
光
彌
（
経
済
・
政
治

研
究
所
研
究
員

経
済
学
部
教

授
）

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
年
金
・
日
本

の
年
金
」

日
時
九
月
二
十
日
（
火
）

十
三
時
十
分
〜
十
六
時
十
分

場
所
阪
急
グ
ラ
ン
ド
ビ
ル
二
十

六
階
会
議
室

総
合
テ
ー
マ
「
公
益
通
報
者
保

護
法
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」

講
師
日
和
佐
信
子
（
雪
印
乳
業

�
社
外
取
締
役
）

阪
口
徳
雄
（
弁
護
士

公
益
通

報
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）

北
川
俊
光
（
大
学
院
法
務
研
究

科
教
授
）

本
学
と
吹
田
市
教
育
委
員
会

共
催
の
「
関
西
大
学
吹
田
市
民

講
座
」（
後
期
講
座
）
は
四
コ
ー

ス
二
十
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
会
場
は
、
木
曜
日
は
本
学

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
内
、
新
関

西
大
学
会
館
北
棟
一
階
ホ
ー

ル
。
金
曜
日
は
南
千
里
の
千
里

市
民
セ
ン
タ
ー
。
広
く
一
般
社

会
人
の
受
講
を
歓
迎
し
ま
す
。

（
歴
史
）

▼
日
本
の
世
界
遺
産
―
新
し
い

文
化
遺
産
学

九
月
二
十
九
日
〜
十
月
二
十

七
日
の
毎
木
曜
日
（
い
ず
れ
も

十
時
四
十
分
〜
十
二
時
十
分
）

（
総
合
）

▼
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
祭
り

九
月
二
十
九
日
〜
十
月
二
十

七
日
の
毎
木
曜
日
（
い
ず
れ
も

十
三
時
〜
十
四
時
三
十
分
）

（
社
会
）

▼
二
十
一
世
紀
社
会
の
新
し
い

か
た
ち
―
社
会
シ
ス
テ
ム
デ
ザ

イ
ン
の
考
え
方

九
月
三
十
日
〜
十
月
二
十
八

日
の
毎
金
曜
日
（
い
ず
れ
も
十

時
四
十
分
〜
十
二
時
十
分
）

（
経
済
・
商
学
）

▼
日
本
経
済
の
ゆ
く
え

九
月
三
十
日
〜
十
月
二
十
八

日
の
毎
金
曜
日
（
い
ず
れ
も
十

三
時
〜
十
四
時
三
十
分
）

本
学
と
大
阪
府
立
文
化
情
報

セ
ン
タ
ー
共
催
の
「
関
西
大
学

お
お
さ
か
文
化
セ
ミ
ナ
ー
」（
後

期
講
座
）
は
、
一
般
社
会
人
を

対
象
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
場

は
本
学
天
六
キ
ャ
ン
パ
ス
。

▼
「
大
阪
と
他
国
・
異
国
」

十
一
月
一
日
〜
十
一
月
二
十

九
日
の
毎
火
曜
日
（
い
ず
れ
も

十
八
時
三
十
分
〜
二
十
時
）

「
関
西
大
学
公
開
講
座
（
高

槻
市
）」（
後
期
講
座
）
は
、
一

般
社
会
人
を
対
象
に
高
槻
市
立

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
共
催
さ

れ
ま
す
。
会
場
は
、
高
槻
市
立

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

▼
市
民
の
た
め
の
情
報
学（
２
）

十
月
八
日
〜
十
一
月
十
二
日

の
毎
土
曜
日
（
た
だ
し
、
十
月

二
十
九
日
を
除
く
）

（
い
ず
れ
も
十
四
時
〜
十
五
時

三
十
分
）

本
学
を
は
じ
め
大
阪
、
神

戸
、
奈
良
の
大
学
等
が
参
加
す

る
阪
神
奈
大
学
・
研
究
機
関
生

涯
学
習
ネ
ッ
ト
主
催
の
「
公
開

講
座
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
」
が

「
な
が
れ
〜
再
生
・
現
代
（
い

ま
）
を
生
き
る
」
を
総
合
テ
ー

マ
に
十
一
月
七
日
〜
二
十
六
日

の
間
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
講
座
は
、
阪
神
奈
の
大

学
が
リ
レ
ー
形
式
で
行
い
ま

す
。
本
学
か
ら
は
、
十
一
月
七

日
（
月
）
十
八
時
三
十
分
か
ら

二
十
時
ま
で
、
植
村
知
正
工
学

部
教
授
が
「
見
え
な
い
流
れ
を

見
て
み
た
い
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
し
ま
す
。

会
場
は
、
大
阪
府
立
文
化
情

報
セ
ン
タ
ー
さ
い
か
く
ホ
ー

ル
。関

西
大
学
サ
タ
デ
ー
・
カ
レ

ッ
ジ
は
勤
労
社
会
人
を
対
象
に

「
講
座
１
�
ビ
ジ
ネ
ス
�
（
企

業
会
計
の
基
礎
的
な
理
解
と
実

践
的
経
営
分
析
の
進
め
方
）」「
講

座
２
�
ビ
ジ
ネ
ス
�
（
ケ
ー
ス

で
学
ぶ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
入

門
）」「
講
座
３
�
心
理
（
臨
床

心
理
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
〜

心
と
ど
う
つ
き
あ
う
か
）」
の
三

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

十
月
二
十
二
日
（
土
）
〜
十

二
月
十
七
日
十
三
時
〜
十
七
時

三
十
分
ま
で
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
八
月
上

旬
か
ら
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

本
学
の
考
古
学
研
究
室
は
、

古
墳
時
代
の
研
究
で
大
き
な
成

果
を
上
げ
て
お
り
、
各
地
の
調

査
・
研
究
機
関
で
活
躍
す
る
多

く
の
研
究
者
を
輩
出
し
て
い
ま

す
。今

回
は
、
網
干
善
教
名
誉
教

授
と
、
古
墳
時
代
研
究
で
注
目

さ
れ
る
業
績
を
上
げ
て
い
る
三

人
の
講
師
を
迎
え
、「
古
墳
時
代

研
究
の
成
果
と
課
題
―
関
西
大

学
の
考
古
学
―
」
と
題
し
て
開

催
し
ま
す
。

九
月
二
十
四
日
（
土
）
〜
十

月
十
五
日
（
土
）

十
三
時
三

十
分
〜
十
五
時
三
十
分
ま
で
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
八
月
上
旬

か
ら
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

エクステンション・リードセンタ

ー「夏期集中講座」と「後期開講講

座」について６月２１日から受講申し

込みを受け付けています。

各講座・コースとも、定員になり

次第締め切りますので、早めに申し

込んでください。

お問い合わせはリードセンター事務
室まで。
�０６―６３６８―０７２１

（１０時３０分から１８時まで）
ウェブサイト
http���www.kansai―u.ac.jp/extension/

●情報処理講座
パソコン検定３級

Excel パーフェクト

Word パーフェクト

マイクロソフト オフィス スペ

シャリスト

システムアドミニストレータ

●英語講座
TOEIC�テスト対策

TOEFL�テスト対策

●法律家養成講座
基礎「速修ゼミ」

応用演習

択一答案練習

関西大学日曜答案練習会

適性試験対策

司法書士基礎力完成（開講中）

●公務員講座
入門

教養対策教養夏期集中、論作文

・文章理解対策

国�・地方上級対策専門得点ア

ップ１

フォローアップ市役所レベル答

練、国�・地上答練

心理職対策上級

●会計職講座群
簿記検定３級対策

公認会計士入門

税理士簿記論、財務諸表論、簿

財パック

●社会保険労務士講座
●マスコミ試験対策講座（実力
養成期～）

日 程

７／２９（金）、３０（土）

８／５（金）
�於 高槻キャンパス�

８／２７（土）

９／２４（土）

２００６年３／２５（土）

※開催時間は１０時から１６時まで（８月５日高槻
キャンパス実施分は１１時から１６時までの開催
となります。）

オープンキャンパス名

Summer Campus
千里山 ―１st Stage―

Summer Campus
高槻～総合情報学部～

Summer Campus
千里山 ―２nd Stage―

Autumn Campus

Fresh Campus

以以
文文
館館
・・
簡簡
文文
館館
付付
近近
工工
事事
のの
概概
要要

経
済
・
政
治
研
究
所

第
１６３
回

「
公
開
講
座
」
を
開
催

経
済
・
政
治
研
究
所

第
１６８
回

「
産
業
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

夏期集中・後期開講講座

２２００００５５
オオ
ーー
ププ
ンン
キキ
ャャ
ンン
パパ
スス
日日
程程
決決
まま
るる

高
校
生
・
受
験
生
対
象
に

平成１７年（２００５年）７月１５日第 ３２８ 号（３）



ゼミ報告を終えて思うことは、非常に有意義な機会
を与えられたということだ。それなりに準備し発表に
臨んだつもりが、万事足りないことに気づく。自分の
主張を聞き手にどう誤解なく伝えるか、これが、どれ
ほど難しいかを実感した。図書館には多くの参考文献
や資料は並んでいるものの、「解答」が並んでいるわけ
ではない。相対立する学説のそれぞれに、守りたい人
びとの権利への思いがあり、どの説も、ある意味で
「正しく」思える。自分で深く考えていくことは本当に
難しいと痛感した。最初に用意したレジュメは詰めが
甘く、発表3日前に急遽作り直すことにしたが、限ら
れた時間の中で、疑問に対して誠実に向き合えたあの
3日間が、何よりも糧になったと思う。
先生は、私たちのおぼろげな説明でも汲み取って、

話の架け橋となってくれる。それぞれの意見を尊重し、
議論の最後には、私たちが考えを深める上での示唆を
与えてくれる、そんな小泉先生のゼミである。

（法学部３年次生　上田　愛梨）

4月にゼミが始まり、最初の報告者に指名された。
大変も大変、まずは報告日までが大変であった。何度
も先生に呼び出され、そのたびに文献を渡され、レジ
ュメの修正を指示された。テーマについても容赦のな
い質問が飛んでくる。四苦八苦がつづく。とはいえ、
先生の研究室を訪ねるたびに、少しずつ報告の骨格が
定まり、内容もふくらんでいく。苦しいなりに、少し
ばかり充実感を味わう。
そして報告当日が何より大変。チームに分かれたゼ

ミ生からの、予想もしない角度からの鋭い質問に必死
で応答しなければならない。先生は知らぬ顔。議論は
時間が進むにつれてヒートアップ。あまりの白熱ぶり
に、気がつくと終了時刻。先生の出番はなかった。と
もかく、やっと一息。真剣に議論を盛り上げてくれた
ゼミ生との一体感、現代日本政治について研究してい
るぞという充実感を味わいながら、後日先生の研究室
ヘ。反省会である。報告後も大変である。

（法学部３年次生　丸田　真志）

毎週水曜日の朝、ゼミ生は思い思いの時間に教室に
集まり、進み具合の報告や情報交換をする。
内田先生の指導は、一見「放任主義」に見えがちだ

が、先生の穏やかな性格からそう感じるのかもしれな
い。しかしそこには「教師の言うことを全て信じては
いけない、自分の頭で考えて新しい問題に取り組んで
ほしい」という強い信念があることを感じる。私たち
は、常に考えることを要求されているのだ。そして考

えた先で行き詰まったときに、先生は助言をくれる。
私は、先生と学生がやり取りをしている時の表情を

見るのが大好きである。自分の決めた課題に向け、先
生と学生が対等に話しているからだ。決して押しつけ
られずに学んでいるこのゼミのなかにいると、本来の
大学の「学びのかたち」を感じることができる。
また、留学経験者などもいる個性豊かなゼミ生一人

ひとりも、私にとってはとても魅力がある。これから
先、このゼミがどう盛り上がっていくのか、とても楽
しみである。

（文学部4年次生　丸尾亜紗子）

私たちのゼミを一言で言い表すとすれば、十人十色
という言葉がぴったりだろう。言語学専門の大久保先
生のもとに集まってはいるが、その研究テーマは見事
な程に異なる。それは、言語というものがそれ自体と
しても細かく研究できる対象であるのと同時に、それ
を通してみえてくる社会を象徴しているものでもある
からだ。そのため、同じゼミのなかでも、文法・構文
的側面、レトリック的側面、社会的側面、文学的側面
など、みな多様な観点から研究している。
また、各メンバーの個性や経験も、このゼミを楽し

くしている大きな要因である。5人中、現役3年次生は
たった1人、社会人学生、フレックス生など全員の年
齢・学年が違う。でも妙にノリがよかったりして、い
い意味で年齢差を感じない。先生本人が、まだ若いと
いうのもまた、ノリのよさを加速させているのかもし
れない。
まだまだ知り合ったばかりだけれど、このメンバー

で一体どこまで面白くなるのか、乞うご期待といった
感じである。

（文学部３年次生　吉田真由美）

ファイナンス論とは、たとえば「企業はどのようにして
資金を調達するのか」、「株価はどのように決まるのか」な
ど、おカネに関する問題を明らかにする経済学である。
中川ゼミではファイナンスを集中的に勉強している。

他のゼミに比べて少人数なので、学生は先輩ゼミ生と一
緒に学習することができる。議論が白熱して、時間を延
長することもしばしばである。よって、ファイナンスに興
味をもつ学生にはうってつけといえる。
またゼミ生は、実践学習の場として「日経ストックリー

グ」に挑戦している。これは、擬似的な株式投資や投資に
関するレポートの作成を競う大会である。2004年度、
全国の中・高・大学生2000チームが参加する中で、中川
ゼミ生はベスト５に入賞した。これは学生の大きな自信
となっている。
ファイナンスに興味をもつ諸君、金融の知識を身につ

けたいと考える諸君は、ぜひ中川ゼミに挑戦してほしい。
（経済学部　４年次生　木下　雅雄）

私たちのゼミは現在、関西のさまざまなエンターテ
イメントと地域経済の関わりについて研究している。
活動の中心はフィールドワークで、教科書は使用して
いない。これは、自分たちの興味があるものを独自の
視点からとらえようとするゼミの姿勢の表れだと思う。
たとえば私の班では、「大道芸」に焦点をあてて研究し
ている。先日も大道芸人の方にインタビューするため
天保山で開かれたコンテストへ行ったのだが、なんと
その場で指名され舞台に出演してしまうというハプニ

ングがあった。このように本やインターネットだけで
調べるのではなく、現場に出かけ実際に目で見たり体
験したりして研究するのが浜野ゼミの特徴なのだ。こ
うした班ごとの研究成果は、卒業までに報告書として
まとめることを目標としている。私たちのユニークな
研究をみなさんにも知ってもらえるように、浜野先生
を先頭に23人の仲間とこれからもがんばっていきた
い。

（経済学部４年次生　徳田　雅有）

「ステークホルダーミーティング」を知っているだ
ろうか。私たちは遠い近いは別として企業の利害関係
者（ステークホルダー）であり、その私たちと意見交
換することが目的である。世界で活躍する企業ほど直
接会うことを大切にしている。中嶌ゼミはキヤノンの
ステークホルダーミーティング（2005年２月。上は
当日の写真）に参加した。
ゼミのスタンスは「本だけではなくて実際に企業に話

をきいてみよう」である。そのために発表準備は大変だ
が、やった分だけ成果が返ってくるので、楽しみは尽き
ない。ゼミのメンバーには、みんな表と裏の顔がある。
ゼミの最中は、ほんとうに静かで真剣そのもの。でも、
ゼミが終わるとみんなとてもおしゃべりになる。メリ
ハリのあるゼミで、何かをやり始めると、まるで人が
変わったみたいに熱中して1つのものに取り組みだす。
勉強のことだけではない。例えばベストセラー本や映
画・ドラマについても話がはずんだり。こんな楽しいゼ
ミはいかがだろう。

（商学部４年次生　堤　智恵）

馬場ゼミでは、国際マーケティングについて学んでおり、
企業・消費者行動を国際的比較し、論文にまとめることを
目標としている。そのため夏休みには海外に現地調査に
赴く。昨年は、タイで学生アンケートと企業インタビュー
を行った。だが，論文を書くためには寝る時間を惜しんで
勉強をしないといけない。ありえないくらい大量に文献を
読み体調不良になったり、ゼミ生同士で喧嘩をしたり、先
生に叱られてへこんだり、図書館に一日こもるようなこと
もある。それでも、統計ソフトが使えるようになったり、海
外の調査で現地の人と話したり、企業の人と話したりと、
貴重な体験ができる。
勉強ばかりやっているわけではなく抜くところは抜いて、

みんなで飲み会をやったり、先生のおいしい手料理をごち
そうになったりということもある。こんななかで、私たちの
研究成果のひとつがある懸賞論文に入賞できたことは，今
後の自信につながると思う。

（商学部４年次生　川口　修司）

私たちのゼミでは3～4人のグループに分かれて、さ
まざまな研究法を実践しながら研究に取り組んでいる。
なかでも印象的なのが模擬グループインタビュー（グ
ルイン）。これは司会者が6～8人の参加者に対して質
問をし、座談会形式で進める調査法である。私のグル
ープでは、「いかに人がPOP広告に影響されるのか」
をテーマとした。具体的には「人気No.1」「売れてい

ます！」などと書かれた現物のPOPを見ながら、どう
いった文言に心動かされるのかを参加者間で意見交換
したり、実際に最も理想的なPOP広告の表示を、パン
を題材に作成してもらったりした。
このグルインで私は司会をつとめた。司会者は調査

の成否をにぎる要の役だ。意見を聞きながら進行にも
配慮せねばならず、大変な緊張もあったが、購買心理
に関する貴重な意見や情報を得ることができた。
このようにわがゼミでは、実践を通して調査の厳し

さを体験しつつも、とても楽しく有意義な時間を過ご
している。

（社会学部４年次生　横田さやか）

人は、未訪の土地に既知のイメージを抱く。例えば
「華の都」「楽園」。では、日本を旅する外国人は、どのよ
うな「ニッポン」イメージを訪日前に抱き、何を訪日中
に体験するのだろうか。
私たちのゼミでは、旅行ガイドブックというメディア

がつくる「ニッポン」を分析し、そうしたイメージが「現
地」でいかに体験されているのかを、フィールドワーク
で検証する研究を進めている。いまは、世界で最も売れ
ている『ロンリー・プラネット』をはじめ、仏・独・英・
中・台湾・韓国で人気の「ニッポン」ガイドブックの誌面
比較を行っている。各言語の誌面に映し出される「ニッ
ポン」は多種多様で、日本政府が制作し配布しているガ
イドブックの「ニッポン」とは大きく異なる姿が見えて
きた。
研究成果を活字化することをめざし、23人のゼミ生

は日々研究に取り組んでいる。見知らぬ「ニッポン」と
出会うことは面白い。

（社会学部3年次生　藤本　将揮）

私たちのゼミでは、道迷いに代表される山岳遭難、
医療、環境などの危機情報問題について、研究に取り
組んでいる。特に、山岳遭難において最も恐ろしい事
故の一つである道迷いに関しては、同じ研究をしてい
るゼミも少なく、私たちのゼミの最大の特徴であると
思っている。この道迷いを研究するために、私たちは
山に入りさまざまな道迷い遭難を体験する。その実験
の一つとして、地図を頼りに、ゴール地点に向かって
歩いていきながら道を捜すのだが、ほんのちょっとし
た思いこみで、大幅にコースを外れてしまう人が多く、
大変面白い結果を見ることができる。もちろん、先生
がサポートしていることはいうまでもない。
一方、医療では主に情報セキュリティ、医療事故な

どを研究している。一見、山岳遭難とは異なる内容に
見えるけれども、ヒューマンエラーから見ると共通点
が多いそうである。私のテーマはクレーム処理。この
テーマで遭難しないように卒業をめざして頑張ってい
る。

（総合情報学部４年次生　岩橋　恒弘）

万博ってなんだろう。今、ゼミで一番議論されてい
る問題であり、みんなが頭を悩ませている難問だ。
私のゼミの春学期テーマは「愛知万博をめぐって」

である。開催中の愛知万博を中心に、一大メディアイ
ベントとしての万博をテーマパークとの比較、企業の

取り組み方、市民参加など多方面から検討することで、
現代社会のさまざまな問題を考察しようというものだ。
みんなが熱心に取り組んだグループ発表では、万博の
意外な一面を新たに発見することができて、驚きの連
続であった。
今年の夏休みは、愛知の中京大学に各地の大学から

メディア研究に関するゼミが集まる万博インターカレ
ッジ（インカレ）が行われる。実際に愛知万博を見学
することにもなっている。現在、インカレ中に行われ
るワークショップの準備にメンバー一丸となり東奔西
走中である。知識を深めた上で臨む万博体験は大変貴
重なものになるだろう。そう考えると、今から待ち遠
しさを隠しきれない。ゼミ生にとってこの夏は万博漬
けとなりそうだ。

（総合情報学部3年次生　日坂　　彩）

本研究室では、ロボットとマイクロシステム（超微細加
工技術）という2つのテーマを挙げて研究に取り組んで
いる。ロボット班のテーマで特筆すべきは社会的貢献度
の高い福祉ホームロボットの開発であろう。現段階では、
移動型ロボットによって食卓の準備、後片付け、洗濯物の
整理などの作業を実現している。また、マイクロシステム
班ではロボット用のセンサや駆動部品，そして痛くない
注射針の開発に取り組んでいる。これは蚊に血を吸われ
る際に痛みを伴わないということからヒントを得た、蚊
の針をモデルにした注射針の開発である。この研究が成
果を収めることで将来、人は注射への恐怖・ストレスを感
じなくなり、医療分野で大きく貢献できるであろう。
実際にロボットを動かすためのシステムを作成したり、

クリーンルーム内のさまざまな装置を用いて実験したり
と、各自のテーマに基づき日々楽しく研究を行っている。

（大学院工学研究科　M1 田代　和也）

私が行っている研究は、｢ベンゼンからフェノールの
直接合成｣で、これは化学界において｢夢の酸化反応｣と
呼ばれている。現在では、世界一のレベルで達成され
ているこの研究も、一朝一夕で形になったものではな
い。それも、多くの先輩が築いてきた研究の地盤があ
り、実験をサポートしてくれる先生や先輩がいるから
こそ、と強く感じている。
朝から晩まで、時には研究室に泊まって実験を繰り

返すこともあるが、だからといって面白いデータが得
られるものでもない。ただ、その中から一つでも興味
深い結果が得られたら、すべての苦労が報われたよう
な気分になる。このような苦しみと喜びは研究活動に
従事した者にしかわからないはずだと考えている。毎
月曜日午前９時から始まる週報会は研究室全員の議論
の場となり、同じ志を持つ研究室仲間と世界一をめざ
し、切磋琢磨している。

（大学院工学研究科Ｍ２　坂本　孝雄）

法学部　小西秀樹ゼミナール

大変であることの充実感

法学部　小泉良幸ゼミナール

ゼミ報告を終えて

文学部　大久保朝憲ゼミナール

十人十色のよさをいかす

文学部　内田慶市ゼミナール

「大学生」を感じる

経済学部　浜野 潔ゼミナール

教科書のないユニークな研究

商学部　馬場 一ゼミナール

睡眠不足と怒声と…

社会学部　山口 誠ゼミナール

「世界」が旅する「ニッポン」

総合情報学部　岡田朋之ゼミナール

万博を通しての出会いと驚き

工学部　青柳誠司研究室

福祉・医療への応用をめざして

もしろ
ゼミナール
大集合

もしろ
ゼミナール
大集合

おお

経済学部　中川竜一ゼミナール

ファイナンス論を学ぶ

商学部　中嶌道靖ゼミナール

メリハリをつけてこそ

社会学部　池内裕美ゼミナール

実践 グループインタビュー

総合情報学部　青山千彰ゼミナール

遭難体験

工学部　石井康敬研究室

夢の酸化反応

（４）平成１７年（２００５年）７月１５日第 ３２８ 号（９）
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平
成
十
六
年
度
決
算
は
、
大

学
予
算
委
員
会
お
よ
び
法
人
予

算
会
議
を
経
て
、
理
事
会
（
平

成
十
七
年
五
月
十
二
日
）、
評
議

員
会
（
平
成
十
七
年
五
月
二
十

六
日
）
で
議
決
・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

学
校
法
人
は
、
各
設
置
学
校

の
教
育
研
究
に
係
る
諸
事
業
を

予
算
と
し
て
編
成
し
、
そ
の
予

算
を
目
的
達
成
に
向
け
て
執
行

し
て
い
き
ま
す
が
、
平
成
十
六

年
度
予
算
（
当
初
予
算
に
加

え
、
第
一
次
補
正
を
実
施
）
に

計
上
し
た
事
業
は
、
概
ね
予
定

ど
お
り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

平
成
十
六
年
十
月
に
発
足
し

た
第
十
五
期
理
事
会
に
お
い

て
、「
中
長
期
戦
略
構
想
策
定
体

制
」
を
構
築
し
、
そ
の
ひ
と
つ

と
し
て
高
槻
新
キ
ャ
ン
パ
ス
構

想
を
発
表
す
る
な
ど
、
教
育
・

研
究
の
整
備
充
実
に
努
め
、
教

育
に
強
い
、
研
究
に
強
い
、
社

会
連
携
に
強
い
、
Ｉ
Ｔ
に
強

い
、
入
学
試
験
に
強
い
、
就
職

に
強
い
、
そ
し
て
財
政
に
強

い
、
も
ち
ろ
ん
ス
ポ
ー
ツ
や
学

術
文
化
に
も
強
い
、
す
べ
て
の

面
で
「
強
い
関
西
大
学
」
と
な

り
、�
力
漲
る
二
十
一
世
紀
型
総

合
学
園
�
を
創
造
す
べ
く
邁
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
十
七
年
四
月
か
ら
施
行

さ
れ
た
「
私
立
学
校
法
の
一
部

改
正
」
に
伴
い
、
平
成
十
六
年

度
決
算
か
ら
、「
財
産
目
録
」「
貸

借
対
照
表
」「
収
支
計
算
書
」「
事

業
報
告
書
」「
監
事
の
監
査
報
告

書
」
の
財
務
情
報
を
大
学
の
利

害
関
係
者
に
対
し
て
、
閲
覧
に

供
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

本
法
人
も
社
会
に
対
す
る
説

明
責
任
を
果
た
す
た
め
に
、
財

務
情
報
に
つ
い
て
も
関
西
大
学

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
関
西
大
学
校

友
会
機
関
紙
『
関
大
』、
関
西
大

学
教
育
後
援
会
会
報
『
葦
』
な

ど
に
積
極
的
に
公
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
『
関
西

大
学
通
信
』
で
の
公
開
も
そ
の

一
環
で
す
。

い
よ
い
よ
来
年
の
平
成
十
八

年
十
一
月
に
本
学
は
創
立
百
二

十
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
今
後

も
学
校
法
人
関
西
大
学
が
永
続

し
て
、
発
展
し
て
い
く
た
め
に

は
、
こ
の
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
に
お
い
て
、「
入
る
を
量
り
て

出
ず
る
を
制
す
」
の
精
神
で
収

支
均
衡
を
め
ざ
し
、
財
政
の
健

全
化
と
財
政
基
盤
の
強
化
に
向

け
て
さ
ら
に
努
力
い
た
し
ま

す
。み

な
さ
ま
方
の
温
か
い
ご
理

解
と
熱
い
ご
支
援
を
是
非
賜
り

た
く
存
じ
ま
す
。

そ
れ
で
は
平
成
十
六
年
度
決

算
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

ア

大
学
院
法
務
研
究
科
（
法

科
大
学
院
）
を
平
成
十
六
年
度

四
月
か
ら
開
設

平
成
十
六
年
四
月
に
法
科
大

学
院
を
開
設
し
、
法
学
未
修
者

コ
ー
ス
に
八
十
六
人
、
既
修
者

コ
ー
ス
に
五
十
九
人
の
計
百
四

十
五
人
が
入
学
し
ま
し
た
。
こ

の
法
科
大
学
院
は
実
務
も
含
め

た
法
律
の
体
系
的
な
知
識
と
思

考
力
（
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
）

を
身
に
つ
け
た
専
門
家
を
養
成

す
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
大
学
院

で
、
修
了
後
は
新
司
法
試
験
の

受
験
資
格
が
得
ら
れ
、
法
曹
へ

の
道
が
開
か
れ
る
も
の
で
す
。

イ

文
部
科
学
省
の
「
ス
ー
パ

ー
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
の
新
規
接
続

拠
点
校
に
選
定

昨
年
十
月
か
ら
Ｉ
Ｔ
セ
ン
タ

ー
に
「
ス
ー
パ
ー
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｔ
」
の
新
規
接
続
拠
点
を
設
置

し
、
政
策
グ
リ
ッ
ド
コ
ン
ピ
ュ

ー
テ
ィ
ン
グ
分
野
で
他
大
学
と

の
接
続
が
実
現
し
ま
し
た
。
ま

た
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
内
も

一ギ
ガ

ビ
ッ
ト

で
接
続
し
、
今
年
三
月
に

は
千
里
山
―
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス

間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
一
ギ
ガ

ビ
ッ
ト

へ
と
増
強
す
る
な
ど
、
学
内
外

か
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
環

境
を
大
幅
に
改
善
し
ま
し
た
。

並
行
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利

用
上
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
の

シ
ス
テ
ム
も
改
善
し
ま
し
た
。

ウ

Ｗ
ｅ
ｂ
版
総
合
教
育
支
援

シ
ス
テ
ム
の
履
修
登
録
シ
ス
テ

ム
と
シ
ラ
バ
ス
シ
ス
テ
ム
の
導
入

学
生
が
自
宅
か
ら
パ
ソ
コ
ン

を
使
用
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
講
義
要
項
や
時
間
割
を
閲
覧

し
て
、
履
修
登
録
で
き
る
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
て
導
入
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
学
籍
管
理
・

試
験
業
務
支
援
・
成
績
発
表
・

学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
追

加
し
た
総
合
教
育
支
援
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
順
次
進
め
ま
す
。

エ

文
部
科
学
省
の
現
代
Ｇ
Ｐ

に
一
件
、
法
科
大
学
院
等
Ｇ
Ｐ

に
二
件
に
採
択

平
成
十
六
年
度
は
、
現
代
的

教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
現
代
Ｇ
Ｐ
）
に
「
進
化

す
る
ｅ
―
Ｌ
ｅ
ａ
ｒ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ

の
展
開
―
授
業
と
学
習
の
統
合

的
支
援
及
び
教
授
法
と
学
習
コ

ン
テ
ン
ツ
の
共
有
化
―
」
が
、

ま
た
、
法
科
大
学
院
等
専
門
職

大
学
院
形
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
法
科
大
学
院
等
Ｇ
Ｐ
）
に
「
司

法
過
疎
問
題
解
消
に
貢
献
す
る

法
曹
の
要
請
―
『
リ
ー
ガ
ル
ク

リ
ニ
ッ
ク
』
の
地
方
展
開
―
」

と
本
学
を
は
じ
め
と
す
る
十
大

学
で
共
同
申
請
し
た
「
実
務
基

礎
教
育
の
在
り
方
に
関
す
る
調

査
研
究
」
が
そ
れ
ぞ
れ
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

オ

平
成
十
七
年
度
（
二
〇
〇

五
年
度
）
入
試
か
ら
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
前
期
・
中
期
・
後
期

試
験
を
実
施

セ
ン
タ
ー
利
用
入
学
試
験
に

つ
い
て
は
法
・
文
・
経
済
・
総

合
情
報
・
工
学
部
に
加
え
、
新

た
に
社
会
学
部
が
導
入
す
る
こ

と
に
な
り
、
セ
ン
タ
ー
前
期
・

中
期
・
後
期
と
三
期
に
分
け
て

実
施
す
る
な
ど
セ
ン
タ
ー
利
用

入
学
試
験
の
方
式
を
拡
充
し
ま

し
た
。

カ

産
学
官
連
携
・
地
域
連
携

・
高
大
連
携
な
ど
の
社
会
連
携

を
推
進

先
端
科
学
技
術
推
進
機
構
を

中
心
に
外
部
研
究
資
金
の
積
極

的
導
入
を
図
り
、
研
究
成
果
の

知
的
財
産
権
化
と
そ
の
社
会
的

活
用
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま

た
、
大
学
と
地
域
と
の
連
携
を

推
進
す
る
た
め
、
七
月
に
高
槻

市
と
、
八
月
に
吹
田
市
と
連
携

協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
十
一
月
に

は
株
式
会
社
り
そ
な
銀
行
と
、

産
学
連
携
、
学
生
教
育
、
文
化

活
動
等
の
分
野
に
お
い
て
、
連

携
を
推
進
す
る
た
め
、
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

高
大
連
携
を
推
進
し
、
教
育

委
員
会
と
の
連
携
協
力
に
関
す

る
協
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

五
年
度
の
大
阪
府
、
神
戸
市
、

大
阪
市
、
長
岡
京
市
に
続
き
、

平
成
十
六
年
度
は
東
大
阪
市
、

茨
木
市
、
高
槻
市
、
吹
田
市
、

箕
面
市
、
豊
中
市
、
京
都
市
、

摂
津
市
の
各
教
育
委
員
会
と
締

結
し
ま
し
た
。

キ

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ

ー
ド
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
充
実

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
は
国
家
公
務
員
�

種
試
験
に
対
応
す
る
「
心
理

職
」
や
「
土
木
職
」
な
ど
の
新

設
講
座
を
含
む
十
四
講
座
を
開

講
し
ま
し
た
。
東
京
セ
ン
タ
ー

は
開
設
二
年
目
を
迎
え
、
十
一

月
に
こ
こ
を
事
務
局
と
す
る「
関

西
大
学
東
京
経
済
人
倶
楽
部
」

が
発
足
し
ま
し
た
。

ま
た
、
四
月
か
ら
大
阪
都
市

部
に
お
け
る
拠
点
と
し
て
中
之

島
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
法
科

大
学
院
の
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
な

ど
と
し
て
活
用
し
ま
し
た
。

ク

創
立
百
二
十
周
年
記
念
事

業
の
推
進

平
成
十
八
年
十
一
月
四
日
に

迎
え
る
「
創
立
百
二
十
周
年
」

に
向
け
た
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
、
平
成
十
六
年
度
は
、「
第

２
学
舎
４
号
館
」
を
竣
工
、
平

成
十
六
年
度
か
ら
十
七
年
度
に

か
け
て
建
築
す
る
「
総
合
学
生

会
館

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク

凜

風
館
」
の
平
成
十
六
年
度
分
建

築
工
事
の
実
施
、
ま
た
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
基
金
や
奨
学
基
金
の

積
み
立
て
を
行
い
ま
し
た
。

他
の
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
行
事

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
各
専
門

委
員
会
で
検
討
中
で
す
。

ケ

学
生
諸
君
の
活
躍

ス
ポ
ー
ツ
面
で
は
、
第
二
十

八
回
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
に
、
現
役
学
生
と
し
て
は
実

に
四
十
四
年
ぶ
り
に
文
学
部
の

山
田
沙
知
子
さ
ん
が
女
子
競
泳

に
、
下
小
鶴
綾
さ
ん
が
女
子
サ

ッ
カ
ー
競
技
に
出
場
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
�
橋
大
輔
君
が

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
に
お
い

て
平
成
十
七
年
一
月
の
ユ
ニ
バ

ー
シ
ア
ー
ド
冬
季
競
技
大
会
で

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
平
成
十

七
年
三
月
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ

ー
ト
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
で

優
勝
し
た
織
田
信
成
君
が
平
成

十
七
年
四
月
に
入
学
し
ま
し

た
。
文
化
面
で
は
、
速
記
部
が

第
八
十
八
回
全
日
本
大
学
速
記

競
技
大
会
で
優
勝
し
三
十
四
連

覇
の
偉
業
を
達
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
資
格
試
験
で
は
、
司
法

試
験
に
十
九
人
、
公
認
会
計
士

試
験
に
十
四
人
、
弁
理
士
試

験
に
九
人
、
国
家
公
務
員
�
種

試
験
に
九
人
が
合
格
し
ま
し

た
。

平
成
十
六
年
度
に
実
施
し
た
事
業
の
主
な
も
の

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

ア

第
２
学
舎
４
号
館
建
築
工

事
（
写
真
左
）

創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
、
ま
た
、
経
済

学
部
・
商
学
部
創
設
百
周
年
を

記
念
し
て
建
築
し
、
平
成
十
六

年
九
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。
一

階
の
シ
ア
タ
ー
系
ホ
ー
ル
の「
Ｂ

Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル１００
」

は
三
階
ま
で
の
吹

き
抜
け
と
な
っ
て

お
り
、
四
百
イ
ン

チ
の
大
ス
ク
リ
ー

ン
を
二
面
備
え
、

一
階
、二
階
合
わ

せ
て
千
二
人
収
容

で
き
る
大
ホ
ー
ル

と
な
っ
て
い
ま

す
。

イ

誠
之
館
３
号

館
（
新
館
）
改
修
工
事

竣
工
後
三
十
六
年
が
経
過
し

て
建
物
の
内
外
装
が
著
し
く
劣

化
し
て
い
る
た
め
全
面
的
に
改

修
し
ま
し
た
。
文
化
系
ク
ラ
ブ

の
部
室
棟
で
あ
る
本
建
物
の
課

外
活
動
機
能
を
充
実
す
る
た

め
、
耐
震
補
強
を
始
め
、
空
調

設
備
の
設
置
や
音
楽
練
習
室
の

増
設
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ウ

第
４
学
舎
２
号
館
（
研
究

棟
）
一
階
か
ら
三
階
ま
で
の
改

修
工
事

竣
工
後
三
十
五
年
経
過
し

て
、
建
物
の
内
装
お
よ
び
設
備

が
経
年
劣
化
し
て
い
る
た
め
、

一
階
か
ら
三
階
ま
で
を
全
面
的

に
改
修
し
ま
し
た
。
研
究
室
内

の
電
気
・
給
排
水
・
ガ
ス
等
の

設
備
な
ど
を
全
面
的
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
平
成
十
七

年
度
は
引
き
続
き
四
階
か
ら
六

階
ま
で
を
改
修
し
ま
す
。

エ

総
合
学
生
会
館

メ
デ
ィ

ア
パ
ー
ク

凜
風
館
の
平
成
十

六
年
度
建
築
工
事（
写
真
右
）

創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
広
場
の
創
出
」
を
基

本
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
建
築
中
で

す
。
学
生
が
快
適
な
キ
ャ
ン
パ

ス
ラ
イ
フ
を
謳
歌
し
、
多
く
の

友
と
出
会
い
、
語
り
合
う
場
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
情
報
端

末
を
多
数
設
置
し
情
報
収
集
・

発
信
の
場
と
し
て
も
活
用
で
き

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
課
外
活
動
で
不
足
し
て
い

る
会
議
室
・
和
室

・
小
ホ
ー
ル
等
の

施
設
も
整
備
・
拡

充
し
、
同
時
に
学

生
食
堂
や
購
買
部

等
の
学
生
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
機

能
も
併
せ
持
つ
施

設
と
し
て
建
築
し

ま
す
。
平
成
十
八

年
二
月
竣
工
の
予

定
で
す
。

オ

工
学
部
第
６

実
験
棟
の
平
成
十
六
年
度
建
築

工
事昭

和
四
十
三
年
に
建
築
さ
れ

た
工
学
部
の
機
械
実
習
工
場
お

よ
び
土
木
工
学
・
建
築
学
実
験

場
の
経
年
劣
化
、
狭
あ
い
化
に

伴
い
、
新
た
に
安
全
面
や
利
便

性
に
配
慮
し
た
実
験
・
実
習
場

お
よ
び
個
人
研
究
室
を
備
え
た

実
験
棟
を
建
築
す
る
も
の
で

す
。
平
成
十
七
年
九
月
の
竣
工

予
定
で
す
。

カ

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｇ
棟
体

育
館
お
よ
び
馬
場
周
辺
等
整
備

工
事
（
写
真
左
）

課
外
活
動
振
興
に
伴
う
環
境

整
備
の
一
環
と
し
て
、
既
設
厩

舎
の
経
年
劣
化
お
よ
び
馬
場
狭

あ
い
の
た
め
、
馬
術
部
を
千
里

山
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
高
槻
キ
ャ

ン
パ
ス
に
移
転
さ
せ
、

周
辺
を
整
備
し
、
約
三

千
七
百
平
方
�
の
馬
場

と
約
三
百
八
十
平
方
�

の
厩
舎
を
平
成
十
六
年

十
一
月
に
設
置
し
ま
し

た
。
併
せ
て
、
Ｇ
棟
体

育
館
お
よ
び
馬
場
周
辺

の
外
灯
、
電
気
・
ガ
ス

・
給
排
水
の
イ
ン
フ
ラ

を
整
備
し
ま
し
た
。

財
務
情
報
を
積
極
的
に
公
開

力力漲漲るる２２１１世世紀紀型型総総合合学学園園のの創創造造ををめめざざししてて
理事長 森本 靖一郎

は
じ
め
に

法
科
大
学
院
を
開
設
、１４５
人
入
学

創
立
１２０
周
年
に
向
け
準
備
着
々

事
業
の
概
要

１

教
育
研
究
活
動
関
係

２

教
育
研
究
環
境
の
整
備
充
実
関
係

みみななぎぎ

平成１７年（２００５年）７月１５日第 ３２８ 号（５）



学
校
法
人 

関
西
大
学 

平
成
16
年
度
決
算
に
つ
い
て�

　
力
漲
る
21
世
紀
型
総
合
学
園
の
創
造
を
め
ざ
し
て�

学
校
法
人 

関
西
大
学 

平
成
16
年
度
決
算
に
つ
い
て�

力
漲
る
21
世
紀
型
総
合
学
園
の
創
造
を
め
ざ
し
て�

学
校
法
人
は
、
予
算
に
よ
っ
て

執
行
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
決
算
に

つ
い
て
、文
部
省
令
に
定
め
る
「
学

校
法
人
会
計
基
準
」
に
基
づ
き
、

財
務
計
算
に
関
す
る
書
類
と
し

て
、「
資
金
収
支
計
算
書
」、「
消
費

収
支
計
算
書
」、「
貸
借
対
照
表
」

と
そ
れ
ぞ
れ
の
内
訳
表
あ
る
い
は

明
細
表
の
計
算
書
類
を
作
成
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
資
金
収
支
計
算
書
」
は
、
学

校
法
人
の
当
該
会
計
年
度
の
諸
活

動
に
対
応
す
る
す
べ
て
の
収
入
・

支
出
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
か

つ
、
支
払
資
金
の
収
入
・
支
出
の

て
ん
末
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

す
。
資
金
の
動
き
の
す
べ
て
が
計

算
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

「
消
費
収
支
計
算
書
」
は
、
当

該
会
計
年
度
に
お
け
る
消
費
収
支

の
均
衡
状
態
と
、
そ
の
内
容
を
明

ら
か
に
し
、
学
校
法
人
の
経
営
状

況
が
健
全
で
あ
る
か
ど
う
か
を
示

す
も
の
で
す
。
こ
の
計
算
書
は
、

言
わ
ば
企
業
会
計
の
「
損
益
計
算

書
」
に
あ
た
る
も
の
で
す
。

「
貸
借
対
照
表
」
は
、
学
校
法

人
の
一
定
時
点
（
決
算
日
）
に
お

け
る
資
産
、
負
債
、
基
本
金
、
消

費
収
支
差
額
の
財
政
状
態
を
示
す

も
の
で
す
。

な
お
、「
財
産
目
録
」
は
、「
貸

借
対
照
表
」
を
基
準
に
し
て
組
み

替
え
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、

こ
こ
で
は
紙
幅
の
関
係
上
省
略
し

ま
す
。「
関
西
大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
」
に
財
産
目
録
な
ど
の
財
務
情

報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
一
度

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
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Ｒ
Ｌ
�http

//w
w
w
.

kansai�
u
.ac
.jp
/zaim

u
/

】

差 異

△ ２５６，３７５，０００
△ １７４，４１５，５００
△ １４，９０５，０００
△ １６，６９０，２５０
△ ４９，８１４，２５０
△ ５５０，０００

△ ３１２，４２５，１０６
△ ３１５，９５４，０００

１，０７８，０００
３，８４３，３４０
７６，３０４

△ １，４６８，７５０

△ ２６５，８９５，１５１
△ ２６５，８９５，１５１

△ ２３５，２４４，４８７
△ ２０８，８４７，３６５
△ ２６，３９７，１２２

０

△ １３２，０４５，１９０
△ ９，１３９，９９９
△ １，９５８，３４１

△ ２２，４９３，００８
△ １８３，８７３

△ ４１，９０７

△ ２４，０８０

２，０６９

△ ５８，６７２，６２３

△ １８，９４６

４５

△ ６７１

△ ３，７２６

△ １３，８１２，７０７
△ ２５，６９７，４２３

決 算

３０，８６２，０９３，０００
２２，７７７，２３１，５００
２，４６０，０６５，０００
７８９，７２７，２５０

４，７２９，７１９，２５０
１０５，３５０，０００

２，７０６，１５７，１０６
２，６７４，７２４，０００
１，０１８，０００
１２，８２６，６６０
８，５８３，６９６

９，００４，７５０

８２７，０９５，１５１
８２７，０９５，１５１

３，９７８，６４９，４８７
３，３９２，９５８，３６５
５８３，３０１，１２２
２，３９０，０００

９３７，３１６，１９０
９６，９４８，９９９
５，９９２，３４１

３８０，８０１，００８
２０６，８７３

４４，９０７

２５，０８０

９３１

２７６，６８３，６２３

２２０，９４６

１３，９５５

１，６７１

３，７２６

５１，９７４，７０７
１２４，３９７，４２３

予 算

３０，６０５，７１８，０００
２２，６０２，８１６，０００
２，４４５，１６０，０００
７７３，０３７，０００

４，６７９，９０５，０００
１０４，８００，０００

２，３９３，７３２，０００
２，３５８，７７０，０００
２，０９６，０００
１６，６７０，０００
８，６６０，０００

７，５３６，０００

５６１，２００，０００
５６１，２００，０００

３，７４３，４０５，０００
３，１８４，１１１，０００
５５６，９０４，０００
２，３９０，０００

８０５，２７１，０００
８７，８０９，０００
４，０３４，０００

３５８，３０８，０００
２３，０００

３，０００

１，０００

３，０００

２１８，０１１，０００

２０２，０００

１４，０００

１，０００

０

３８，１６２，０００
９８，７００，０００

科 目

学生生徒等納付金収入
授業料収入
入学金収入
実験・実習料収入
教育充実費収入
施設費収入

手数料収入
入学検定料収入
試験料収入
証明手数料収入
大学入試センター試験実施手数
料収入
その他の手数料収入

寄付金収入
特別寄付金収入

補助金収入
国庫補助金収入
地方公共団体補助金収入
学術研究振興資金収入

資産運用収入
退職給与引当特定資産運用収入
関西大学退職年金引当特定資産
運用収入
減価償却引当特定資産運用収入
キャンパス整備資金引当特定資
産運用収入
情報基盤等整備資金引当特定資
産運用収入
工学部設備整備資金引当特定資
産運用収入
高中施設整備資金引当特定資産
運用収入
第３号基本金引当特定資産運用
収入
未使用基金果実引当特定資産
運用収入
厚生施設整備引当特定資産運用
収入
総合情報学部Ｅ棟／教室棟借入
返済資金特定預金運用収入
危機対応資金引当特定預金運用
収入
受取利息・配当金収入
施設設備利用料収入

平成１６年４月１日から平成１７年３月３１日まで （単位 円）

収入の部
差 異

△１，４９９，１１１，７３８
△１，４９９，１１１，７３８

１，２４４，８９０
１１，５９７，１２６
３，０５０，６８９

△ １３，４０２，９２５

１１６，２５５，８８５
△ ２９，０００，２９０

１４５，２５６，１７５

０

△ ４７３，０５２，７５７
△ １７１，７４６，５００
△ ２２９，５１５，０００
△ １１，８５７，０００
△ ３９，３０８，０００
△ ２０，６２６，２５７

△ １５６，５１４，５３６
△ ９１，５１９，９８１

２９５，０００

０

１３，８６０，４９９

６６１

△ ８９

△ ３５，０３０，６６２
４０８，９６１

△ ５４５，２９４
△ ４２，７８３，２１８
△ １，２００，４１３

２５０，９６５，４８９
２５２，９１８，７３３

１５６
△ １，９５３，４００

２４６

△２，９６２，１９７，４５５

決 算

２，００９，１１１，７３８
２，００９，１１１，７３８

５４４，７６１，１１０
３５６，７９９，８７４
１４，１４２，３１１
１７３，８１８，９２５

１，１０６，４１９，１１５
１４６，５７１，２９０
９５９，８４７，８２５

０

５，８９８，２８４，７５７
２，６９０，１６５，５００
２，４２７，７０５，０００
１１０，５６２，０００
５７５，２２６，０００
９４，６２６，２５７

５，１９５，４７９，５３６
５６６，２０７，９８１

２３，８３９，０００

１，４００，０００，０００

１０６，７１０，５０１

８７，５２４，３３９

１８，５６４，０８９

５１８，９８８，６６２
２，０３１，８９５，０３９
１９，５４５，２９４
４１２，７８３，２１８
９，４２１，４１３

△７，５４３，９９５，４８９
△１，５２１，４６１，７３３
△６，０１５，４８７，１５６
△ ７，０４６，６００

２１，８９４，３４８，７５４

６８，４１５，７２０，４５５

予 算

５１０，０００，０００
５１０，０００，０００

５４６，００６，０００
３６８．３９７，０００
１７，１９３，０００
１６０，４１６，０００

１，２２２，６７５，０００
１１７，５７１，０００

１，１０５，１０４，０００

０

５，４２５，２３２，０００
２，５１８，４１９，０００
２，１９８，１９０，０００
９８，７０５，０００
５３５，９１８，０００
７４，０００，０００

５，０３８，９６５，０００
４７４，６８８，０００

２４，１３４，０００

１，４００，０００，０００

１２０，５７１，０００

８７，５２５，０００

１８，５６４，０００

４８３，９５８，０００
２，０３２，３０４，０００
１９，０００，０００
３７０，０００，０００
８，２２１，０００

△７，２９３，０３０，０００
△１，２６８，５４３，０００
△６，０１５，４８７，０００
△ ９，０００，０００

２１，８９４，３４９，０００

６５，４５３，５２３，０００

科 目

資産売却収入
有価証券売却収入

事業収入
補助活動収入
附属事業収入
受託事業収入

雑収入
雑収入
私学退職金財団交付金収入

借入金等収入

前受金収入
授業料前受金収入
入学金前受金収入
実験・実習料前受金収入
教育充実費前受金収入
その他の前受金収入

その他の収入
退職給与引当特定資産からの繰
入収入
関西大学退職年金引当特定資産
からの繰入収入
キャンパス整備資金引当特定資
産からの繰入収入
未使用基金果実引当特定預金か
らの繰入収入
総合情報学部Ｅ棟／教室棟借入
返済資金特定預金からの繰入収
入
修学旅行費等預り資産からの繰
入収入
貸付金回収収入
前期末未収入金収入
修学旅行費等預り金収入
その他の預り金収入
その他の収入

資金収入調整勘定
期末未収入金
前期末前受金
その他の収入調整勘定

前年度繰越支払資金

収入の部合計

支出の部
差 異

３５５，２１３，４６２

１９０，１５８，５６４

３１，７３９，１０２

２５８，８３２

１３２，７６１，９６４

２９５，０００

１１３，５０３，０１４

５，２０３，４５７

９８，８８４，３２５

１７，６８３，３２８

５７，７９５，０４３

１６，５４４，１６４

５３，５４９，６９０

７，１９９，５０７

５６，３６０，８１１

１，８５４，２８８

△ １４０，７９３，０７５

１８，１２０，５５３

△ ７１７，６８７

△ ８３，８２０，８８３

△ ９，７８０，７９７

△ ９６，１２７

△ ５５６，４５８

７，０４３，２７８

６，７４３，７１０

３，２１５，４５５

△ ９２０，５６８

１６，８３０，４３９

７，０４８，８６７

３，３０７，９６２

１，０５９，９９８

１４，３９１，０３２

１８，３１１，５０３

△ ５，９１４，８６２

△ １，９０７，３１６

△ ９９，０２３

△ ８，７３８，１６８

△ １１，７０８，２２６

△ ５１，８９４

△ ３２，３５５

１１，８１２，９９０

△ ３，５１４，０１２

△ １，１８３，５０３

△ ８２４，２２８

△ ３，７８６，３５２

△ ５０９，９３５

４，０６３，９２５

△ ４，８９５，９６４

１，４２７，３６７

１，４２７，３６７

決 算

１９，１３７，２１６，５３８

１１，８０５，３０３，４３６

５，８２２，９５２，８９８

７０，４１２，１６８

１，４１４，７０９，０３６

２３，８３９，０００

９，０８８，４７０，９８６

３０６，２２５，５４３

１，６９８，１５４，６７５

２７６，９０２，６７２

２７８，６５４，９５７

１５９，０１２，８３６

５３５，８６８，３１０

２６７，８５２，４９３

８８４，９６８，１８９

４，８８５，７１２

８３５，７７１，０７５

２９，４６０，４４７

５４，０８８，６８７

２，４０７，５１５，８８３

１，１３７，２８４，７９７

１，０８１，１２７

２９，０３７，４５８

１１３，４０３，７２２

２，６２１，２９０

２０，４７９，５４５

４５，２０１，５６８

１，５６１，９７６，５６１

４８，５３７，１３３

４３，３９０，０３８

２７，４８９，００２

８１，６１２，９６８

２３４，０５４，４９７

８２，２４２，８６２

３０，９７４，３１６

２，０２５，０２３

２６０，７２８，１６８

７１，５１２，２２６

５１，８９４

５，２７８，３５５

５３６，７２６，０１０

２１，１１５，０１２

１５，１１４，５０３

１６，９０５，２２８

４１，５７７，３５２

１０，２８６，９３５

１４，４２５，０７５

１７，９２９，９６４

１８６，２１７，６３３

１８６，２１７，６３３

予 算

１９，４９２，４３０，０００

１１，９９５，４６２，０００

５，８５４，６９２，０００

７０，６７１，０００

１，５４７，４７１，０００

２４，１３４，０００

９，２０１，９７４，０００

３１１，４２９，０００

１，７９７，０３９，０００

２９４，５８６，０００

３３６，４５０，０００

１７５，５５７，０００

５８９，４１８，０００

２７５，０５２，０００

９４１，３２９，０００

６，７４０，０００

６９４，９７８，０００

４７，５８１，０００

５３，３７１，０００

２，３２３，６９５，０００

１，１２７，５０４，０００

９８５，０００

２８，４８１，０００

１２０，４４７，０００

９，３５６，０００

２３，６９５，０００

４４，２８１，０００

１，５７８，８０７，０００

５５，５８６，０００

４６，６９８，０００

２８，５４９，０００

９６，００４，０００

２５２，３６６，０００

７６，３２８，０００

２９，０６７，０００

１，９２６，０００

２５１，９９０，０００

５９，８０４，０００

０

５，２４６，０００

５４８，５３９，０００

１７，６０１，０００

１３，９３１，０００

１６，０８１，０００

３７，７９１，０００

９，７７７，０００

１８，４８９，０００

１３，０３４，０００

１８７，６４５，０００

１８７，６４５，０００

科 目

人件費支出

教員人件費支出

職員人件費支出

役員報酬支出

退職金支出

退職年金支出

教育研究経費支出

旅費交通費支出

消耗品費支出

印刷・製本費支出

研究補助費支出

教育等補助費支出

奨学費支出

通信運搬費支出

光熱水費支出

広告費支出

修繕費支出

除却費支出

保険料支出

業務委託費支出

賃借料支出

租税公課支出

諸会費支出

支払手数料・報酬支出

渉外費支出

会議・会合費支出

雑費支出

管理経費支出

旅費交通費支出

福利厚生費支出

年金支出

消耗品費支出

印刷・製本費支出

通信運搬費支出

光熱水費支出

補助費支出

広告費支出

修繕費支出

除却費支出

保険料支出

業務委託費支出

賃借料支出

租税公課支出

諸会費支出

支払手数料・報酬支出

渉外費支出

会議・会合費支出

雑費支出

借入金等利息支出

借入金利息支出

差 異

△ ３，７６８，０００

△ ３，７６８，０００

１７，５６２，１５０

４０，７９７，９１８

△ ５８，５８３，９１８

３２，２３４，１５０

３，１１４，０００

１５６，９６０，２５１

１９４，３８６，２１９

△ ７，３６７，２２７

△ ２７，０７１，０９６

△ ２，９８７，６４５

３４，６５６，９７０

△ １，６６６，９１９

７４，５１２，４９８

０

０

０

０

△ ３，６０６，１４１

△ ２，０７２，８５０

△ ３８，０００，０００

０

△ ５４５，２９４

６，０３５，６７６

３０１，８９１，４５２

３０１，１７２，５００

△ １，１９７，６１２

△ ８９

１，０１７，０６０

５，８８９，４０１

△ ３，０２２，４７７

△ １，９６７，３３１

５００，０００，０００

３４５，４３１，６５１

３４５，４３１，８９６

△ ２４５

△４，８０１，９０６，２１１

△２，９６２，１９７，４５５

決 算

６９７，３１３，０００

６９７，３１３，０００

３，２０３，８０１，８５０

１，５０６，２６２，０８２

３１１，７１７，９１８

１，３８３，０８５，８５０

２，７３６，０００

１，６３８，８１８，７４９

１，２８０，９５５，７８１

２０，９３８，２２７

３３３，９３７，０９６

２，９８７，６４５

７，２７０，００３，０３０

９４，４３５，９１９

１，９５９，２１４，５０２

９００，０００，０００

１００，０００，０００

２２，０００，０００

５０，０００，０００

２，３５５，７４４，１４１

６７，０９８，８５０

１０８，０００，０００

２００，０００，０００

１９，５４５，２９４

１，３９３，９６４，３２４

１，８９９，０５１，５４８

５７６，０８６，５００

６５２，４２８，６１２

１８，５６４，０８９

４７５，８４４，９４０

１７１，１３７，５９９

３，０２２，４７７

１，９６７，３３１

―

△１，０６６，４２７，６５１

△ ９００，０３１，８９６

△ １６６，３９５，７５５

２４，７９９，２７８，２１１

６８，４１５，７２０，４５５

予 算

６９３，５４５，０００

６９３，５４５，０００

３，２２１，３６４，０００

１，５４７，０６０，０００

２５３，１３４，０００

１，４１５，３２０，０００

５，８５０，０００

１，７９５，７７９，０００

１，４７５，３４２，０００

１３，５７１，０００

３０６，８６６，０００

０

７，３０４，６６０，０００

９２，７６９，０００

２，０３３，７２７，０００

９００，０００，０００

１００，０００，０００

２２，０００，０００

５０，０００，０００

２，３５２，１３８，０００

６５，０２６，０００

７０，０００，０００

２００，０００，０００

１９，０００，０００

１，４００，０００，０００

２，２００，９４３，０００

８７７，２５９，０００

６５１，２３１，０００

１８，５６４，０００

４７６，８６２，０００

１７７，０２７，０００

０

０

５００，０００，０００

△ ７２０，９９６，０００

△ ５５４，６００，０００

△ １６６，３９６，０００

１９，９９７，３７２，０００

６５，４５３，５２３，０００

科 目

借入金等返済支出

借入金返済支出

施設関係支出

建物支出

構築物支出

建設仮勘定支出

施設利用権支出

設備関係支出

教育研究用機器備品支出

その他の機器備品支出

図書支出

車輌支出

資産運用支出

関西大学退職年金引当特定資産

への繰入支出

減価償却引当特定資産への繰入

支出

キャンパス整備資金引当特定資

産への繰入支出

情報基盤等整備資金引当特定資

産への繰入支出

工学部設備整備資金引当特定資

産への繰入支出

高中施設整備資金引当特定資産

への繰入支出

第３号基本金引当特定資産への

繰入支出

未使用基金果実引当特定預金へ

の繰入支出

総合情報学部Ｅ棟／教室棟借入

返済資金特定預金への繰入支出

危機対応資金引当特定預金への

繰入支出

修学旅行費等預り資産への繰入

支出

有価証券購入支出

その他の支出

貸付金支払支出

前期末未払金支払支出

修学旅行費等預り金支払支出

その他の預り金支払支出

前払金支払支出

貯蔵品購入支出

その他の支出

予備費

資金支出調整勘定

期末未払金

前期末前払金

次年度繰越支払資金

支出の部合計

平成１７年３月３１日 （単位 円）

資産の部

（注）１ 減価償却額の累計額の合計額 ５２，１１６，８６２，２７８円

２ 徴収不能引当金の合計額 ７，４５５，５００円

３ 担保に供されている資産の種類及び額は次のとおりである。

土地 １０３，５４１，８９� １３２，３１１，６１６円

４ 退職給与引当金の額の算定方法は次のとおりである。

�大学の教員及び職員 期末要支給額の５０％を基にして私立大学退職金財団に対する掛金の累計額と交付金の累計額との繰入調整額を加減した金額を計上

している。

�高等学校、中学校、幼稚園の教員 期末要支給額から私学退職金財団よりの交付金相当額を控除した金額の５０％を計上している。

�役 員 期末要支給額の１００％を計上している。

５ 関西大学退職年金引当金の額の算定方法は次のとおりである。

関西大学退職年金規程に基づき、退職給付債務を引当計上している。

６ 翌会計年度以後の会計年度において基本金への組入れを行うこととなる金額

６，２５７，４１４，８３６円

７ 大学院法務研究科（法科大学院）教育ローン制度における保証債務額

１０，８００，０００円

８ 通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っている所有権移転外ファイナンス・リースのうち、平成１０年４月以降締結したものは次のとおりであ

る。

リース資産の種類

教育研究用機器備品

その他の機器備品

車 輌

リース料総額

１，１５５，３２１，７９２円

７，７２６，３２０円

２１，２０５，２００円

未経過リース料期末残高

４７６，５７９，５２８円

３，８６３，１６０円

９，４５７，５５６円

負債の部

増 減

３，９５０，７８８，６２１

２５１，１７８，０２４
０

△ １３６，１５６，０５３
△ ４３７，４０８，８２７
△ ２８７，３５７，３４１
△ ３３，２８１，００７

３７５，３３２，３００
２，６４３，１０２

７６７，４０５，８５０

３，６９９，６１０，５９７
０

△ ２８，５０７，８３２
０
０

５５，９０６，８３８
△ ５６６，２０７，９８１

７０，５９６，９１９
１，９５９，２１４，５０２

△ ５００，０００，０００
１００，０００，０００
２２，０００，０００
５０，０００，０００

２，３５５，７４４，１４１
△ ３９，６１１，６５１

０
２０，４７５，６６１
２００，０００，０００

１，７８８，６３３，４１９

２，９０４，９２９，４５７
△ ５１０，６１２，７１６

５６４，５２５
△ １５０，０００
△ ６１１，４１３，４１４
△ ７９，７２８

４，７４１，８４４
９８１，２０５
７２，２４６

△ １，４００，０００
１，０００，０００

５，７３９，４２２，０４０

前年度末

１３２，０４５，２６０，４９１

８１，３４３，８４６，８０２
９，０６３，２０６，３２０
４４，９０５，２０４，６８７
８，０５３，０１５，６１２
７，６０３，４１９，３５９
３５９，３１１，５５９

１０，６９１，０６９，２５８
７

６６８，６２０，０００

５０，７０１，４１３，６８９
１８，４９５，５６１
２６９，６５１，４９４
２２，８８６，０９６
１２，４５０，００１

４，１５９，０２６，４０３
８，３９８，７２７，９９５
５３５，８８０，１２４

２４，０９９，２１６，６３７
２，２００，０００，０００
３００，０００，０００
１７６，０００，０００

０
９，９５０，５００，３５６
３０９，７０６，０４７
６９，７７９，０００
１７９，０９３，９７５

０

２８，２３１，３１８，０６２

２１，８９４，３４８，７５４
２，０３３，６０１，７８４
２，４５７，９５２
９８６，０００

４，１０１，９４２，３１５
７，１２６，３２８

１６６，３９５，７５５
１８，５６４，０８９
８９５，０８５

５，０００，０００
０

１６０，２７６，５７８，５５３

本年度末

１３５，９９６，０４９，１１２

８１，５９５，０２４，８２６
９，０６３，２０６，３２０
４４，７６９，０４８，６３４
７，６１５，６０６，７８５
７，３１６，０６２，０１８
３２６，０３０，５５２

１１，０６６，４０１，５５８
２，６４３，１０９

１，４３６，０２５，８５０

５４，４０１，０２４，２８６
１８，４９５，５６１
２４１，１４３，６６２
２２，８８６，０９６
１２，４５０，００１

４，２１４，９３３，２４１
７，８３２，５２０，０１４
６０６，４７７，０４３

２６，０５８，４３１，１３９
１，７００，０００，０００
４００，０００，０００
１９８，０００，０００
５０，０００，０００

１２，３０６，２４４，４９７
２７０，０９４，３９６
６９，７７９，０００
１９９，５６９，６３６
２００，０００，０００

３０，０１９，９５１，４８１

２４，７９９，２７８，２１１
１，５２２，９８９，０６８
３，０２２，４７７
８３６，０００

３，４９０，５２８，９０１
７，０４６，６００

１７１，１３７，５９９
１９，５４５，２９４
９６７，３３１

３，６００，０００
１，０００，０００

１６６，０１６，０００，５９３

科 目

固定資産

有形固定資産
土 地
建 物
構築物
教育研究用機器備品
その他の機器備品
図 書
車 輌
建設仮勘定

その他の固定資産
電話加入権
施設利用権
敷金・保証金
有価証券
長期貸付金
退職給与引当特定資産
関西大学退職年金引当特定資産
減価償却引当特定資産
キャンパス整備資金引当特定資産
情報基盤等整備資金引当特定資産
工学部設備整備資金引当特定資産
高中施設整備資金引当特定資産
第３号基本金引当特定資産
未使用基金果実引当特定預金
厚生施設整備引当特定資金
総合情報学部Ｅ棟／教室棟借入返済資金特定預金
危機対応資金引当特定預金

流動資産

現金・預金
未収入金
貯蔵品
短期貸付金
有価証券
受取手形
前払金
修学旅行費等預り資産
経過利息
預け金
仮払金

資産の部合計

増 減

△ １，２１６，４１９，０６２

△ ７２０，８０８，０００
△ ５６６，２０７，９８１

７０，５９６，９１９

９１，８１３，７８８

２３，４９５，０００
２４７，６０１，７０４

△ １１７，２０２，３９９
９８１，２０５

△ ６３，０６１，７２２

△ １，１２４，６０５，２７４

前年度末

１５，２７１，９１４，１１９

６，３３７，３０６，０００
８，３９８，７２７，９９５
５３５，８８０，１２４

７，８６０，４８８，５８７

６９３，５４５，０００
６５６，０３０，１９２

６，０１５，４８７，１５６
１８，５６４，０８９
４７６，８６２，１５０

２３，１３２，４０２，７０６

本年度末

１４，０５５，４９５，０５７

５，６１６，４９８，０００
７，８３２，５２０，０１４
６０６，４７７，０４３

７，９５２，３０２，３７５

７１７，０４０，０００
９０３，６３１，８９６

５，８９８，２８４，７５７
１９，５４５，２９４
４１３，８００，４２８

２２，００７，７９７，４３２

科 目

固定負債

長期借入金
退職給与引当金
関西大学退職年金引当金

流動負債

短期借入金
未払金
前受金
修学旅行費等預り金
その他の預り金

負債の部合計

基本金の部
増 減

４，８０２，８０１，９７８
△ ３２８，０００，０００

２，３５５，７４４，１４１
８９，０００，０００

６，９１９，５４６，１１９

前年度末

１２２，９８４，７３９，７０７
２，６７６，０００，０００
９，９５０，５００，３５６
２，２５１，０００，０００

１３７，８６２，２４０，０６３

本年度末

１２７，７８７，５４１，６８５
２，３４８，０００，０００
１２，３０６，２４４，４９７
２，３４０，０００，０００

１４４，７８１，７８６，１８２

科 目

第１号基本金
第２号基本金
第３号基本金
第４号基本金

基本金の部合計

増 減

△ ５５，５１８，８０５

△ ５５，５１８，８０５

前年度末

△ ７１８，０６４，２１６

△ ７１８，０６４，２１６

本年度末

△ ７７３，５８３，０２１

△ ７７３，５８３，０２１

科 目

翌年度繰越消費支出超過額

消費収支差額の部合計

消費収支差額の部

増 減

５，７３９，４２２，０４０

前年度末

１６０，２７６，５７８，５５３

本年度末

１６６，０１６，０００，５９３

科 目

負債の部・基本金の部及び消費収支差額の部合計

差 異決 算

７７３，５８３，０２１

予 算

３，０７８，５０３，０００

科 目

翌年度繰越消費支出超過額

差 異決 算

５５，５１８，８０５

７１８，０６４，２１６

予 算

２，３６０，４３９，０００

７１８，０６４，０００

科 目

当年度消費支出超過額

前年度繰越消費支出超過額

消費支出の部
差 異

４５２，１４２，１９８

１９０，１５８，５６４

３１，７３９，１０２

２５８，８３２

２８，６７０，９２５

２０２，９８１，６９４

△ １，６６６，９１９

２５０，９４３，３２５

５，２０３，４５７

９６，４３４，３００

１７，６８３，３２８

５７，７９５，０４３

１６，５４４，１６４

５３，５４９，６９０

７，１９９，５０７

５６，３６０，８１１

１，８５４，２８８

１３９，８９０，３３６

△ １４０，７９３，０７５

１８，１２０，５５３

△ ７１７，６８７

△ ８３，８２０，８８３

△ ９，７８０，７９７

△ ９６，１２７

△ ５５６，４５８

７，０４３，２７８

６，７４３，７１０

３，２１５，４５５

△ ９２０，５６８

１７，２０９，０９６

７，０４８，８６７

３，３０７，９６２

１，０５９，９９８

１４，２７１，０３２

決 算

１８，８６３，８５１，８０２

１１，８０５，３０３，４３６

５，８２２，９５２，８９８

７０，４１２，１６８

４８，３８７，０７５

１，０２２，３６０，３０６

９４，４３５，９１９

１３，６２１，６４３，６７５

３０６，２２５，５４３

１，７１０，６０４，７００

２７６，９０２，６７２

２７８，６５４，９５７

１５９，０１２，８３６

５３５，８６８，３１０

２６７，８５２，４９３

８８４，９６８，１８９

４，８８５，７１２

４，５２０，７２２，６６４

８３５，７７１，０７５

２９，４６０，４４７

５４，０８８，６８７

２，４０７，５１５，８８３

１，１３７，２８４，７９７

１，０８１，１２７

２９，０３７，４５８

１１３，４０３，７２２

２，６２１，２９０

２０，４７９，５４５

４５，２０１，５６８

１，７４４，８０７，９０４

４８，５３７，１３３

４３，３９０，０３８

２７，４８９，００２

８１，７３２，９６８

予 算

１９，３１５，９９４，０００

１１，９９５，４６２，０００

５，８５４，６９２，０００

７０，６７１，０００

７７，０５８，０００

１，２２５，３４２，０００

９２，７６９，０００

１３，８７２，５８７，０００

３１１，４２９，０００

１，８０７，０３９，０００

２９４，５８６，０００

３３６，４５０，０００

１７５，５５７，０００

５８９，４１８，０００

２７５，０５２，０００

９４１，３２９，０００

６，７４０，０００

４，６６０，６１３，０００

６９４，９７８，０００

４７，５８１，０００

５３，３７１，０００

２，３２３，６９５，０００

１，１２７，５０４，０００

９８５，０００

２８，４８１，０００

１２０，４４７，０００

９，３５６，０００

２３，６９５，０００

４４，２８１，０００

１，７６２，０１７，０００

５５，５８６，０００

４６，６９８，０００

２８，５４９，０００

９６，００４，０００

科 目

人件費

教員人件費

職員人件費

役員報酬

退職金

退職給与引当金繰入額

関西大学退職年金引当金繰入額

教育研究経費

旅費交通費

消耗品費

印刷・製本費

研究補助費

教育等補助費

奨学費

通信運搬費

光熱水費

広告費

減価償却額

修繕費

除却費

保険料

業務委託費

賃借料

租税公課

諸会費

支払手数料・報酬

渉外費

会議・会合費

雑 費

管理経費

旅費交通費

福利厚生費

年 金

消耗品費

差 異

１８，３１１，５０３

△ ８，２６７，４１４

△ １，９０７，３１６

△ ９９，０２３

△ ８，７３８，１６８

２，９５７，８０９

△ １１，７０８，２２６

△ ５１，８９４

△ ３２，３５５

１１，８１２，９９０

△ ３，５１４，０１２

△ １，２８８，９０３

△ ８２４，２２８

△ ３，７８６，３５２

△ ５０９，９３５

４，０６３，９２５

△ ４，８９７，１６４

１，４２７，３６７

１，４２７，３６７

６５，７３１，５７０

４０，７９８，２２９

△ １３８，１２６

２５，４２５，６４２

６５，４６８

△ ４１９，６４３

△ １，２８２，５００

△ ２３７，９１０

５００，０００，０００

１，２８５，９３３，１４６

決 算

２３４，０５４，４９７

８４，５９５，４１４

３０，９７４，３１６

２，０２５，０２３

２６０，７２８，１６８

１８０，２５２，１９１

７１，５１２，２２６

５１，８９４

５，２７８，３５５

５３６，７２６，０１０

２１，１１５，０１２

１５，２１９，９０３

１６，９０５，２２８

４１，５７７，３５２

１０，２８６，９３５

１４，４２５，０７５

１７，９３１，１６４

１８６，２１７，６３３

１８６，２１７，６３３

３８，５７２，４３０

２６，２２１，７７１

１３８，１２６

１０，２５９，３５８

５３３，５３２

１，４１９，６４３

１，２８２，５００

２３７，９１０

―

３４，４５６，６１３，８５４

予 算

２５２，３６６，０００

７６，３２８，０００

２９，０６７，０００

１，９２６，０００

２５１，９９０，０００

１８３，２１０，０００

５９，８０４，０００

０

５，２４６，０００

５４８，５３９，０００

１７，６０１，０００

１３，９３１，０００

１６，０８１，０００

３７，７９１，０００

９，７７７，０００

１８，４８９，０００

１３，０３４，０００

１８７，６４５，０００

１８７，６４５，０００

１０４，３０４，０００

６７，０２０，０００

０

３５，６８５，０００

５９９，０００

１，０００，０００

０

０

５００，０００，０００

３５，７４２，５４７，０００

科 目

印刷・製本費

通信運搬費

光熱水費

補助費

広告費

減価償却額

修繕費

除却費

保険料

業務委託費

賃借料

租税公課

諸会費

支払手数料・報酬

渉外費

会議・会合費

雑 費

借入金等利息

借入金利息

資産処分差額

建物処分差額

構築物処分差額

教育研究用機器備品処分差額

その他の機器備品処分差額

図書処分差額

徴収不能引当金繰入額

徴収不能額

予備費

消費支出の部合計

差 異

△ ２５６，３７５，０００
△ １７４，４１５，５００
△ １４，９０５，０００
△ １６，６９０，２５０
△ ４９，８１４，２５０
△ ５５０，０００

△ ３１２，４２５，１０６
△ ３１５，９５４，０００

１，０７８，０００
３，８４３，３４０
７６，３０４

△ １，４６８，７５０

△ ２５５，２４７，０５２
△ ２６５，８９５，１５１

１０，６４８，０９９

△ ２３５，２４４，４８７
△ ２０８，８４７，３６５
△ ２６，３９７，１２２

０

△ １３２，０４５，１９０
△ ９，１３９，９９９
△ １，９５８，３４１

△ ２２，４９３，００８
△ １８３，８７３

△ ４１，９０７

決 算

３０，８６２，０９３，０００
２２，７７７，２３１，５００
２，４６０，０６５，０００
７８９，７２７，２５０

４，７２９，７１９，２５０
１０５，３５０，０００

２，７０６，１５７，１０６
２，６７４，７２４，０００
１，０１８，０００
１２，８２６，６６０
８，５８３，６９６

９，００４，７５０

９３６，４４７，０５２
８２７，０９５，１５１
１０９，３５１，９０１

３，９７８，６４９，４８７
３，３９２，９５８，３６５
５８３，３０１，１２２
２，３９０，０００

９３７，３１６，１９０
９６，９４８，９９９
５，９９２，３４１

３８０，８０１，００８
２０６，８７３

４４，９０７

予 算

３０，６０５，７１８，０００
２２，６０２，８１６，０００
２，４４５，１６０，０００
７７３，０３７，０００

４，６７９，９０５，０００
１０４，８００，０００

２，３９３，７３２，０００
２，３５８，７７０，０００
２，０９６，０００
１６，６７０，０００
８，６６０，０００

７，５３６，０００

６８１，２００，０００
５６１，２００，０００
１２０，０００，０００

３，７４３，４０５，０００
３，１８４，１１１，０００
５５６，９０４，０００
２，３９０，０００

８０５，２７１，０００
８７，８０９，０００
４，０３４，０００

３５８，３０８，０００
２３，０００

３，０００

科 目

学生生徒等納付金
授業料
入学金
実験・実習料
教育充実費
施設費

手数料
入学検定料
試験料
証明手数料
大学入試センター試験実施手数
料
その他の手数料

寄付金
特別寄付金
現物寄付金

補助金
国庫補助金
地方公共団体補助金
学術研究振興資金

資産運用収入
退職給与引当特定資産運用収入
関西大学退職年金引当特定資産
運用収入
減価償却引当特定資産運用収入
キャンパス整備資金引当特定資
産運用収入
情報基盤等整備資金引当特定資
産運用収入

差 異

△ ２４，０８０

２，０６９

△ ５８，６７２，６２３

△ １８，９４６

４５

△ ６７１

△ ３，７２６

△ １３，８１２，７０７
△ ２５，６９７，４２３

６，２６６，０００
６，２６６，０００

１，２４４，８９０
１１，５９７，１２６
３，０５０，６８９

△ １３，４０２，９２５

１００，８０８，７７７
△ ４４，４４７，３９８

１４５，２５６，１７５

△１，０８３，０１７，１６８

６４，０３０，１１９

△１，０１８，９８７，０４９

決 算

２５，０８０

９３１

２７６，６８３，６２３

２２０，９４６

１３，９５５

１，６７１

３，７２６

５１，９７４，７０７
１２４，３９７，４２３

３，７３４，０００
３，７３４，０００

５４４，７６１，１１０
３５６，７９９，８７４
１４，１４２，３１１
１７３，８１８，９２５

１，３５１，４８３，２２３
３９１，６３５，３９８
９５９，８４７，８２５

４１，３２０，６４１，１６８

△６，９１９，５４６，１１９

３４，４０１，０９５，０４９

予 算

１，０００

３，０００

２１８，０１１，０００

２０２，０００

１４，０００

１，０００

０

３８，１６２，０００
９８，７００，０００

１０，０００，０００
１０，０００，０００

５４６，００６，０００
３６８，３９７，０００
１７，１９３，０００
１６０，４１６，０００

１，４５２，２９２，０００
３４７，１８８，０００

１，１０５，１０４，０００

４０，２３７，６２４，０００

△６，８５５，５１６，０００

３３．３８２，１０８，０００

科 目

工学部設備整備資金引当特定資
産運用収入
高中施設整備資金引当特定資産
運用収入
第３号基本金引当特定資産運用
収入
未使用基金果実引当特定資産運
用収入
厚生施設整備引当特定資産運用
収入
総合情報学部Ｅ棟／教室棟借入
返済資金特定預金運用収入
危機対応資金引当特定預金運用
収入
受取利息・配当金
施設設備利用料

資産売却差額
有価証券売却差額

事業収入
補助活動収入
附属事業収入
受託事業収入

雑収入
雑収入
私学退職金財団交付金

帰属収入合計

基本金組入額合計

消費収入の部合計

平成１６年４月１日から平成１７年３月３１日まで （単位 円）

消費収入の部

資資金金収収支支計計算算書書
３

収
支
計
算
書

「「
財財
産産
目目
録録
」」
はは

本本
学学
ウウ
ェェ
ブブ
ササ
イイ
トト
でで

消消費費収収支支計計算算書書

貸貸 借借 対対 照照 表表
（６）平成１７年（２００５年）７月１５日第 ３２８ 号（７）



４４

学
校
法
人 

関
西
大
学 

平
成
16
年
度
決
算
に
つ
い
て�

　
力
漲
る
21
世
紀
型
総
合
学
園
の
創
造
を
め
ざ
し
て�

その他�
（6.9％）��
94,816円�

一人当たり支出計�

1,375,995円�

人件費�
（45.7％）�
628,830円�

教育研究�
経　費�
（32.9％）�
452.702円�

管理経費�
（4.2％）�
57,792円�

その他�
（0.5％）�
6,880円�

基本金�
組入額�
（16.7％）�
229,791円�

一人当たり収入計�

1,374,148円�

学生生徒等�
納付金�
（74.7％）�
1,026,489円�

手数料�
（6,5％）�
89,320円�

補助金�
（9,6％）�
131,918円�

資産運用�
収　入�
（2.3％）�
31,605円�

収支差額�
（いわゆる赤字）�
△1,847円�

「
資
金
収
支
計
算
書
」、「
消
費
収
支
計
算
書
」、「
貸

借
対
照
表
」
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

平
成
十
六
年
度
資
金
収
支
決

算
は
、
前
掲
の
「
資
金
収
支
計

算
書
」
の
と
お
り
で
す
が
、
こ

れ
を
総
括
し
た
も
の
が
�
表
１

�
で
す
。

資
金
収
入
は
、
学
生
生
徒
等

納
付
金
収
入
、
手
数
料
収
入
、

補
助
金
収
入
な
ど
の
法
人
に
帰

属
す
る
収
入
の
ほ
か
、
前
受
金

収
入
な
ど
も
含
め
、
四
百
六
十

五
億
二
千
二
百
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

資
金
支
出
は
、
教
職
員
の
人

件
費
、
教
育
研
究
活
動
お
よ
び

法
人
の
運
営
に
必
要
な
諸
経

費
、
施
設
設
備
費
の
ほ
か
、
借

入
金
返
済
な
ど
の
支
出
を
含

め
、
四
百
三
十
六
億
千
七
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
差
額
二
十
九
億
五
百
万
円

を
前
年
度
繰
越
支
払
資
金
に
加

え
た
次
年
度
繰
越
支
払
資
金

は
、
二
百
四
十
七
億
九
千
九
百

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

次
に
、
主
な
科
目
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

ア

資
金
収
入

学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入
は

三
百
八
億
六
千
二
百
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
授
業
料
、
入
学

金
、
実
験
・
実
習
料
、
教
育
充

実
費
な
ど
が
主
な
収
入
で
す
。

手
数
料
収
入
は
二
十
七
億
六

百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
入
学

検
定
料
が
主
な
収
入
で
す
。

寄
付
金
収
入
は
八
億
二
千
七

百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
関
西

大
学
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事

業
寄
付
金
六
億
八
千
百
万
円
が

主
な
収
入
で
す
。

補
助
金
収
入
は
三
十
九
億
七

千
九
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

イ

資
金
支
出

人
件
費
支
出
は
百
九
十
一
億

三
千
七
百
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
人
件
費
支
出
の
主
な
も
の

は
、
教
員
人
件
費
、
職
員
人
件

費
、
役
員
報
酬
、
退
職
金
な
ど

で
す
。

教
育
研
究
経
費
支
出
は
九
十

億
八
千
八
百
万
円
と
な
り
ま
し

た
。各
設
置
学
校
の
教
育
研
究
諸

活
動
に
必
要
な
消
耗
品
費
、
研

究
・
教
育
等
補
助
費
、奨
学
費
、光

熱
水
費
、業
務
委
託
費
、
賃
借
料

な
ど
が
主
な
支
出
で
す
。

管
理
経
費
支
出
は
十
五
億
六

千
二
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

学
生
募
集
経
費
、各
設
置
学
校
全

般
管
理
に
係
る
経
費
、
法
人
の

運
営
に
必
要
な
諸
経
費
で
す
。

施
設
関
係
支
出
は
三
十
二
億

四
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
主
な
明
細
は
、「
２

事
業
の

概
要

（
２
）
教
育
研
究
環
境

の
整
備
充
実
関
係
」
に
記
載
し

た
と
お
り
で
す
。

設
備
関
係
支
出
は
十
六
億
三

千
九
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
研
究
用
機
器
備
品
や
図
書

な
ど
の
購
入
費
で
す
。

平
成
十
六
年
度
消
費
収
支
決

算
は
、
前
掲
の
「
消
費
収
支
計

算
書
」
の
と
お
り
で
す
が
、
こ

れ
を
総
括
し
た
も
の
が
�
表
２

�
で
す
。

帰
属
収
入
は
、
学
生
生
徒
等

納
付
金
、
手
数
料
、
補
助
金
な

ど
の
法
人
に
帰
属
す
る
負
債
と

な
ら
な
い
収
入
で
、
四
百
十
三

億
二
千
百
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
基
本
金
組
入
額

は
、
六
十
九
億
二
千
万
円
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
帰
属
収
入
か

ら
基
本
金
組
入
額
を
控
除
し
た

消
費
支
出
に
充
当
す
る
こ
と
が

で
き
る
消
費
収
入
は
、
三
百
四

十
四
億
百
万
円
で
、
予
算
に
対

し
十
億
千
九
百
万
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

一
方
、
消
費
支
出
は
、
教
職

員
の
人
件
費
、
教
育
研
究
活
動

お
よ
び
法
人
の
運
営
に
必
要
な

諸
経
費
で
、
三
百
四
十
四
億
五

千
七
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
平
成
十
六
年
度
決
算
に
お

け
る
消
費
収
支
の
均
衡
状
況

は
、
五
千
六
百
万
円
の
消
費
支

出
超
過
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

結
果
、
翌
年
度
繰
越
消
費
収
支

差
額
は
、
前
年
度
繰
越
消
費
支

出
超
過
額
が
七
億
千
八
百
万
円

で
し
た
の
で
、
七
億
七
千
四
百

万
円
を
翌
年
度
繰
越
支
出
超
過

額
と
し
て
計
上
す
る
こ
と
が
確

定
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
累
積
消
費
支
出

超
過
額
の
ほ
か
に
、
翌
会
計
年

度
以
後
の
会
計
年
度
に
お
い
て

基
本
金
へ
の
組
入
れ
を
行
う
こ

と
と
な
る
金
額
が
六
十
二
億
五

千
七
百
万
円
、
ま
た
、
未
経
過

リ
ー
ス
料
期
末
残
高
が
四
億
九

千
万
円
あ
り
、
こ
の
三
つ
を
あ

わ
せ
た
累
積
赤
字
と
い
わ
れ
る

額
は
七
十
五
億
二
千
百
万
円
と

な
り
ま
す
。

次
に
、
消
費
収
支
固
有
の
主

な
科
目
に
つ
い
て
若
干
説
明
し

ま
す
。

帰
属
収
入
の
寄
付
金
に
は
、

資
金
収
入
の
寄
付
金
の
ほ
か
に

現
物
寄
付
金
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
資
産
売
却
差
額
は
、
債
券

等
の
売
却
益
で
す
。

基
本
金
組
入
額
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
と
、
学
校
法
人
が
教

育
研
究
活
動
を
行
う
た
め
に

は
、
校
地
、
校
舎
、
機
器
備

品
、
図
書
、
現
金
・
預
金
な
ど

の
資
産
を
持
ち
、
こ
れ
を
「
維

持
す
る
」
必
要
が
あ
り
ま
す
。

学
校
会
計
で
は
、
こ
れ
ら
学
校

法
人
の
諸
活
動
に
必
要
な
資
産

を
取
得
す
る
た
め
に
、「
帰
属
収

入
か
ら
充
て
た
金
額
」
を
も
っ

て
、「
維
持
す
べ
き
金
額
」
と

し
、
こ
れ
が
「
基
本
金
組
入

額
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で

す
。消

費
支
出
の
人
件
費
の
退
職

金
に
は
、
退
職
給
与
引
当
金
繰

入
額
や
関
西
大
学
退
職
年
金
引

当
金
繰
入
額
が
計
上
さ
れ
、
教

育
研
究
経
費
お
よ
び
管
理
経
費

に
は
、「
資
金
支
出
」
の
ほ
か
に

減
価
償
却
額
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。
資
産
処
分
差
額
は
、
機

器
備
品
、
図
書
な
ど
の
廃
棄
に

伴
う
除
去
損
で
す
。

平
成
十
六
年
度
末
（
平
成
十

七
年
三
月
三
十
一
日
）
現
在
の

資
産
、
負
債
、
基
本
金
、
消
費

収
支
差
額
の
財
政
状
態
を
示
し

て
い
ま
す
。

私
立
学
校
振
興
助
成
法
第
十

四
条
第
三
項
に
基
づ
く
監
査
法

人
の
監
査
報
告
書
は
「
監
査
法

人
ト
ー
マ
ツ
」
に
よ
る
「
独
立

監
査
人
の
監
査
報
告
書
」
の
と

お
り
で
す
。
ま
た
、
私
立
学
校

法
第
三
十
七
条
第
三
項
第
三
号

に
基
づ
く
監
事
の
監
査
報
告
書

は
「
監
事
の
監
査
報
告
書
」
の

と
お
り
で
す
。

�表１� （単位 百万円）

差異

０

△２，９６２

１，８４０

△４，８０２

△４，８０２

�表２� （単位 百万円）

差異

△１，０８３
６４

△１，０１９
１，２８６

△２，３０５

０

△２，３０５

平成１６年度決算

２１，８９４

４６，５２２

４３，６１７

２，９０５

２４，７９９

平成１６年度決算

４１，３２１
△６，９２０

３４，４０１
３４，４５７

△５６

△７１８

△７７４

平成１６年度予算

２１，８９４

４３，５６０

４５，４５７

△１，８９７

１９，９９７

平成１６年度予算

４０，２３８
△６，８５６

３３，３８２
３５，７４３

△２，３６１

△７１８

△３，０７９

科 目

前年度繰越支払資金

資 金 収 入

資 金 支 出

収 支 過 不 足

次年度繰越支払資金

科 目

Ａ 帰 属 収 入
Ｂ 基 本 金 組 入 額

Ｃ 消費収入（Ａ＋Ｂ）
Ｄ 消 費 支 出

当年度消費収支差額
（Ｃ―Ｄ）

前年度繰越消費収支差額

翌年度繰越消費収支差額

当

年

度

＜表３＞平成１６年度消費収支決算における「学生生徒等一人当たりの支出とこれを賄う収入」

（帰属収入）

（注）１（消費支出＋基本金組入額）および帰属収入の決算額を、科目ごとにそれぞれ決算学生数３０，０７０人（大学院・学
部・高校・中学・幼稚園の学費納入者合計）で除して、学生生徒等一人当たりの平均値を示したものです。
２「基本金組入額」とは、校地、校舎、機器備品、図書などの取得、あるいは、そのための借入金の返
済、または将来取得のための積立金などの主として資本的支出に充てる額です。

（消費支出＋基本金組入額）

資
金
収
入
は
四
百
六
十
五
億
円

３

貸
借
対
照
表

人
件
費
支
出
は
百
九
十
一
億
円

４

監
査
報
告
書

収
支
決
算

１

資
金
収
支
決
算

２

消
費
収
支
決
算

資金収支決算総括表

消費収支決算総括表

（８）平成１７年（２００５年）７月１５日第 ３２８ 号
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新刊の新刊の�新刊の�

受
　
　
賞

受
　
　
賞�

受
　
　
賞�
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今
年
四
月
、
学
生
セ
ン
タ
ー

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が

オ
ー
プ
ン
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
は
、「
子
ど
も
」、「
障
害

者
」、「
高
齢
者
」、「
キ
ャ
ン
プ

活
動
」、「
環
境
」、「
国
際
協

力
」
な
ど
数
え
上
げ
れ
ば
き
り

が
な
い
く
ら
い
の
種
類
・
内
容

が
あ
る
が
、
本
学
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
学
生
諸
君

が
主
体
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
う
際
の
側
面
的
支
援
を

行
う
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て

い
る
。

以
前
か
ら
い
く
つ
か
の
学
生

グ
ル
ー
プ
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全

域
で
点
字
シ
ー
ル
の
設
置
や
学

外
の
施
設
等
に
お
い
て
自
主
的

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
き
て
お
り
、
昨
年
度
、
学
生

生
活
課
で
は
、
呼
び
か
け
に
応

じ
た
学
生
団
体
、
学
内
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ

Ｒ
Ｓ
」
が
行
っ
た
、
キ
ャ
ン
パ

ス
内
で
の
「
花
植
え
」
や
「
図

書
の
落
書
き
消
し
」
と
い
っ
た

活
動
を
支
援
し
て
き
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
学
生
セ

ン
タ
ー
で
は
課
外
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
、「
大
学
に
入
学

し
て
、
な
に
か
始
め
た
い
け
れ

ど
、
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら

な
い
」
と
い
っ
た
声
に
こ
た
え

て
き
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
開
設
に
伴
い
、
学
外

か
ら
の
反
響
、
期
待
も
大
き

く
、
自
治
体
や
地
域
ま
た
他
大

学
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
学
生

の
参
画
に
つ
い
て
支
援
し
て
い

く
。ま

ず
、
学
生
の
意
識
を
高
め

る
た
め
、
七
月
二
日
に
は
、
千

里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
第
２
学
舎
Ｃ

三
〇
二
教
室
に
お
い
て
、
大
阪

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
か
ら
講
師

を
招
い
て
「
は
じ
め
て
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
座
を
実
施
し
た
。
参
加
し
た

学
生
は
熱
心
に
聞
き
入
り
、
学

生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る

活
動
意
欲
が
高
ま
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

今
後
も
、
よ
り
多
く
の
学
生

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の

関
心
と
活
動
意
欲
を
促
す
た
め

に
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
発
信
す
る
。

ま
た
、
秋
学
期
（
十
月
〜
十

二
月
）
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

リ
ー
ダ
ー
養
成
の
た
め
の
連
続

講
座
（
週
一
回
・
七
回
実
施
）

を
開
催
す
る
。

オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
で
手

探
り
の
面
も
あ
る
が
、
経
験
を

積
み
な
が
ら
学
生
が
積
極
的
に

活
動
で
き
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
、
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

事
務
室
）

六
月
二
十
六
日
、
梅
雨
時
期

と
は
思
わ
れ
ぬ
好
天
の
も
と
、

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、

高
槻
市
教
育
委
員
会
と
の
共
催

で
、
高
槻
市
と
の
連
携
協
力
に

関
す
る
協
定
に
基
づ
き
「
大
学

ク
ラ
ブ
一
日
体
験
入
部
」
を
実

施
し
た
。

こ
の
「
体
験
入
部
」
は
、
昨

年
度
か
ら
学
生
セ
ン
タ
ー
の
協

力
を
得
て
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
高
槻
市
の
中
学
生
を
対
象

と
し
て
大
学
の
ク
ラ
ブ
を
体
験

し
て
も
ら
い
、
地
域
連
携
の
推

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
昨
年
度
は
初
回
と
い
う

こ
と
で
、
高
槻
市
立
第
二
中
学

校
だ
け
の
参
加
で
あ
っ
た
が
、

今
年
度
は
第
二
中
学
校
・
第
四

中
学
校
の
二
校
が
、
こ
の
催
し

に
参
加
し
た
。

当
日
は
、
高
槻
市
教
育
委
員

会
教
育
部
指
導
課
長
、
広
兼
道

幸
学
長
補
佐
の
挨
拶
か
ら
始
ま

り
、
中
学
生
の
サ
ッ
カ
ー
部
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
吹
奏

楽
部
、
合
計
七
十
三
人
の
参
加

者
に
対
し
、
本
学
の
体
育
会
サ

ッ
カ
ー
部
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
、
応
援
団
吹
奏
楽
部
の
学

生
が
大
学
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
体

験
し
て
も
ら
う
た
め
、
ク
ラ
ブ

ご
と
に
分
か
れ
指
導
、
練
習
を

行
っ
た
。

サ
ッ
カ
ー
部
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
は
、
午
前
に
基
本
の

動
作
や
シ
ュ
ー
ト
練
習
、
午
後

に
は
合
同
で
練
習
試
合
を
行

い
、
吹
奏
楽
部
は
基
礎
練
習
、

そ
し
て
こ
の
夏
に
行
わ
れ
る
吹

奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
曲
を

練
習
し
た
。
各
部
練
習
の
成
果

は
大
き
く
、
大
学
生
の
レ
ベ
ル

の
高
い
練
習
内
容
に
参
加
者
は

み
な
満
足
気
で
あ
っ
た
。
ま
た

各
参
加
ク
ラ
ブ
の
顧
問
の
先
生

か
ら
は
、「
生
徒
に
と
っ
て
非
常

に
刺
激
が
あ
っ
て
有
意
義
で
あ

っ
た
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。今

回
も
「
大
学
ク
ラ
ブ
一
日

体
験
入
部
」
は
双
方
に
と
っ
て

非
常
に
意
義
の
あ
る
活
動
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
今
後
と
も
さ
ら
に
本
学
と

高
槻
市
が
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
共

に
協
力
し
合
い
、
発
展
し
て
い

く
関
係
を
維
持
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

（
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室
）

関
西
大
学
博
物
館
で
は
、
八
月
五
日
（
金
）
と
六
日
（
土
）

に
、「
博
物
館
な
ん
で
も
相
談
会
」
を
開
催
す
る
。

会
場
で
は
、
本
学
の
教
員
、
大
学
院
生
、
学
生
が
相
談
者
か
ら

持
ち
込
ま
れ
た
「
お
宝
」
を
鑑
定
し
た
り
、
夏
休
み
中
の
、
小
、

中
学
生
の
自
由
研
究
や
課
題
、
体
験
を
通
じ
て
の
疑
問
や
相
談
に

も
応
じ
る
。
ま
た
、
六
日
（
土
）
に
は
、
葉
っ
ぱ
を
使
っ
て
の
工

作
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
し
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
、
博
物

館
事
務
室
（
�
０６―
６
３
６
８
―

１
１
７
１
）
ま
で
。

７月２日に開催された講座「はじめてのボランティア」

外
国
語
教
育
研
究
機
構
で

は
、
学
習
者
の
英
語
運
用
能
力

の
向
上
を
め
ざ
し
て
、
正
課
授

業
だ
け
で
な
く
、
キ
ャ
ン
パ
ス

内
で
の
積
極
的
な
自
学
自
習
を

促
進
す
る
た
め
に
、e�

L
e
a

rn
in
g

シ
ス
テ
ム
「A

L
C

N
etA
cad
em
y

（
ア
ル
ク
・

ネ
ッ
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
）」
を
導
入

し
た
。

こ
れ
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
○Ｒ

の
ス

コ
ア
を
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
目

的
に
設
計
さ
れ
た
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使

っ
て
、
学
生
が
自
分
の
レ
ベ
ル

に
あ
っ
た
内
容
を
、
し
か
も
自

分
の
ペ
ー
ス
で
学
習
で
き
る
よ

う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
英
語
に

少
し
自
信
の
な
い
人
は
「
初
・

中
級
コ
ー
ス
」
を
、
ま
た
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｉ
Ｃ
○Ｒ

受
験
を
め
ざ
し
て
勉

強
し
た
い
人
は
「
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
コ
ー
ス
」
が
お
す
す
め
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
、
岩
崎
記
念
館

の
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
教
室
と
Ｍ
Ｍ
Ｌ

室
、
ま
た
テ
ー
プ
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
で
利
用
で
き
る
。

平
成
十
七
年
度
入
学
生
か
ら

は
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
○Ｒ

等
で
一
定

の
ス
コ
ア
を
取
得
し
た
場
合
、

単
位
が
認
め
ら
れ
る
「
外
国
語

検
定
試
験
の
単
位
認
定
制
度
」

も
始
ま
っ
て
お
り
、
英
語
力
ア

ッ
プ
の
た
め
に
、A

L
C
N

etA
cadem

y

を
大
い
に
活

用
し
て
も
ら
い
た
い
。
問
い
合

せ
は
、
外
国
語
教
育
研
究
機
構

事
務
室
ま
で
。

一
昨
年
九
月
、
関
西
大
学

体
育
会
レ
ス
リ
ン
グ
部
は
、

大
学
運
動
部
が
運
営
す
る
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
と
し
て
、

関
西
大
学
レ
ス
リ
ン
グ
・
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
創
設
し
た
。

こ
の
レ
ス
リ
ン
グ
・
フ
ォ

ー
ラ
ム
は
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
を
主
な
対
象
と
し
て
、

毎
週
土
曜
日
に
レ
ス
リ
ン
グ

の
練
習
会
を
開
催
し
て
い

る
。
集
ま
っ
て
く
る
子
ど
も

た
ち
は
、
保
護
者
、
学
生
レ

ス
ラ
ー
、
指
導
陣
、
本
学
Ｏ

Ｂ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
世
代

の
人
た
ち
と
、
く
ん
ず
ほ
ぐ

れ
つ
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
て
い
る
。
ま
た
、
近
隣

の
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
か
ら

も
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が

練
習
会
に
参
加
し
て
く
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
今
回
、
関
大
レ
ス
リ

ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
六
月

十
一
日
に
、
こ
れ
ま
で
に
集
ま

っ
て
く
れ
た
レ
ス
リ
ン
グ
フ
レ

ン
ド
を
招
い
て
、「
第
一
回
か
ん

だ
い
カ
ッ
プ
」
と
い
う
大
会
を

開
催
し
た
。

当
日
は
、
約
七
十
人
の
子
ど

も
た
ち
が
参
加
、
保
護
者
や
Ｏ

Ｂ
を
交
え
て
、
盛
大
な
大
会
と

な
っ
た
。
集
ま
っ
た
子
ど
も
た

ち
が
、
レ
ス
リ
ン
グ
を
好
き
に

な
り
、
関
大
を
好
き
に
な
っ
て

く
れ
る
こ
と
が
、
こ
の
事
業
の

大
き
な
目
的
で
あ
る
た
め
、
必

要
以
上
に
勝
敗
に
こ
だ
わ
る
こ

と
な
く
、
参
加
者
全
員
に
賞

状
が
行
き
渡
る
よ
う
に
配
慮

し
た
。
大
会
運
営
の
中
心
と

な
っ
た
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
学

生
た
ち
に
と
っ
て
も
、
収
穫

は
大
き
か
っ
た
は
ず
で
あ

る
。こ

う
し
た
試
み
は
、
最
新

の
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
知
見
を

援
用
し
た
非
常
に
先
進
的
な

も
の
で
、
大
学
に
よ
る
地
域

貢
献
と
し
て
も
今
後
ま
す
ま

す
注
目
さ
れ
る
と
自
負
し
て

い
る
。
毎
週
土
曜
日
十
三
時

か
ら
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
東

体
育
館
に
て
開
催
し
て
い
る

練
習
会
に
、
今
後
と
も
多
く

の
参
加
者
が
あ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。

（
文
学
部
専
任
講
師

安
田

忠
典
）

〇開設から３年目
東京センターはこの７

月で開設３年目を迎え
る。
学生諸君の来室数も毎

年６００人超を記録してお
り、昨年度全体の利用者
は２，２００人になった。
東京八重洲南出口正面のダイ

ヤ八重洲口ビルの８階にある、
明るくて、ひろびろとしたオフ
ィスは、学生、教職員、校友、
大学関係者、企業関係者など多
くの人たちに利用され、好評を
博している。
特に、就職活動で東京へ出て

くる学生（約６００人）にとって東
京センターは、唯一、気心の休
まる「東京オアシス」と受けと
められている。
自由に使えるパソコンや証明

書の即時発行、上京時の宿舎の
手配、お茶のもてなしなどどれ
も喜んでもらえているが、なか
でもセンター職員の飾らない対
応が学生諸君の胸襟を開かせて
いるとしたら、うれしい。
学生は、将来の関西大学を映

す社会人という名の鏡の素材で
ある。できるだけ曇らないよう
磨いて送り出す手助けをと考え
ている。
〇居心地は最高です

センターの受付カウン
ターには、学生の提案に
よる「落書き帳」が置か
れていて、来室した学生
諸君が思い思いに、その
日の気持ちを綴った貴重
な記録が残されている。
『私も初東京センター

でした。が、�初�と思えないほ
どの居心地の良さに、荷物を預
かってもらい、面接の後、「ただ
いまー」と言ってしまいまし
た。日帰り東京の私にとって東
京センターは、我が家でし
た。』（女子学生）
今年は、昨年より採用状況は

いい。内定をもらう学生の数も
多い。けれど、本人の努力や思
いとは裏腹に結果が出なくて、
「また来ました」とセンターの
扉を開く者も少なくない。
顔を見れば大体の判断はつく

が、大きな声で「うまいことい
ってるか」と問いかけ、元気が
なければ「合格ラーメン食って
いけよ」と、部屋のカップめん
をすすめたりもする。固かった
表情がほころぶのはこんなとき
である。
東京センターは、学生諸君の

オアシスでありつづけたいと願
っている。
（東京センター長 石山 博康）

○
日
本
都
市
計
画
学
会

◆
功
績
賞

工
学
部
教
授

河
上

省
吾

（
受
賞
日
�
平
成
十
七
年

五
月
二
十
日
）

○
土
木
学
会
関
西
支
部

◆
平
成
十
七
年
度
年
次
学
術
講

演
会
優
秀
発
表
賞

大
学
院
総
合
情
報
学
研
究
科
Ｍ

１

柏
木

宙

大
学
院
工
学
研
究
科
Ｍ
２

松
本
健
太
郎

大
学
院
工
学
研
究
科
Ｍ
２

崎
野

恵

大
学
院
工
学
研
究
科
Ｍ
２

高
橋

康
隆

大
学
院
工
学
研
究
科
Ｍ
２

大
槻

敏

大
学
院
工
学
研
究
科
Ｍ
１

谷
嶋

友
絵

大
学
院
工
学
研
究
科
Ｍ
１

森
井

拓

（
受
賞
日
�
平
成
十
七
年

五
月
二
十
九
日
）

○
シ
ス
テ
ム
制
御
情
報
学
会

◆
二
〇
〇
五
年
度
シ
ス
テ
ム
制

御
情
報
学
会
奨
励
賞

大
学
院
総
合
情
報
学
研
究
科
Ｍ

２

溝
口

裕

（
受
賞
日
�
平
成
十
七
年

五
月
二
十
日
）

○
文
学
部
教
授

高
橋
誠
一
ほ

か
著

『
与
論
島
―
琉
球
の
原
風
景
が

残
る
島
―
』

（
平
成
十
七
年
四
月
一
日
・
ナ

カ
ニ
シ
ヤ
出
版
・
定
価
千
九
百

九
十
五
円
�
税
込
�
）

○
総
合
情
報
学
部
教
授

佐
野

匡
男
著

『
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
未
来
の

記
憶
―
放
送
と
通
信
を
駆
け

る
』

（
平
成
十
七
年
五
月
三
十
一
日

・
サ
テ
マ
ガ
・
ビ
ー
・
ア
イ
・

定
価
千
五
百
円
�
税
込
�
）

○
総
合
情
報
学
部
助
教
授

喜

多
千
草
著

『
起
源
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
』

（
平
成
十
七
年
六
月
一
日
・
青

土
社
・
定
価
二
千
五
百
二
十
円

�
税
込
�
）

○
文
学
部
教
授

�
橋
�
博
・

森

隆
男
・
米
田
文
孝
編
著

『
博
物
館
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

（
平
成
十
七
年
六
月
二
十
日
・

関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
千
九

百
九
十
五
円
�
税
込
�
）

〇
社
会
学
部
教
授

齊
藤
了
文

ほ
か
著

『
科
学
技
術
倫
理
を
学
ぶ
人
の

た
め
に
』

（
平
成
十
七
年
七
月
十
日
・
世

界
思
想
社
・
定
価
千
九
百
九
十

五
円
�
税
込
�
）

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援

ウワサの東京センター

ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
セセ
ンン
タタ
ーー
がが
オオ
ーー
ププ
ンン

英語ｅ―Ｌｅａｒｎｉｎｇを導入
自
分
の
レ
ベ
ル
、ペ
ー
ス
で
学
習

大大大大大大大大大大大大大大大大
学学学学学学学学学学学学学学学学
クククククククククククククククク
ララララララララララララララララ
ブブブブブブブブブブブブブブブブ

一一一一一一一一一一一一一一一一
日日日日日日日日日日日日日日日日
体体体体体体体体体体体体体体体体
験験験験験験験験験験験験験験験験
入入入入入入入入入入入入入入入入
部部部部部部部部部部部部部部部部

非
常
に
有
意
義
と
中
学
生
の
声

子どもたちと
レスリングを楽しもう
第１回 かんだいカップ

博物館
ななんんででもも相相談談会会をを

開開催催

（１０）平成１７年（２００５年）７月１５日第 ３２８ 号



総理大臣杯で総理大臣杯で総理大臣杯で

�
�
�
�
�
�
�

��������������������������

体
育
会
サ
ッ
カ
ー
部
が
第
二

十
九
回
総
理
大
臣
杯
全
日
本
大

学
サ
ッ
カ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で

初
優
勝
を
飾
っ
た
。
そ
の
快
進

撃
は
す
ば
ら
し
く
、
強
豪
を
相

手
に
見
事
な
戦
い
ぶ
り
で
あ
っ

た
。
実
に
三
十
八
年
ぶ
り
の
全

国
制
覇
で
あ
る
。

総
理
大
臣
杯
の
前
哨
戦
と
な

っ
た
関
西
学
生
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
大
会
で
は
苦
し
い
試
合
が
続

く
中
、
勝
利
に
対
す
る
選
手
た

ち
の
強
い
信
念
が
七
年
ぶ
り
の

関
西
制
覇
へ
と
導
い
た
と
聞

く
。
壮
行
会
で
は
、
選
手
た
ち

か
ら
「
全
国
大
会
優
勝
」
と
さ

ら
に
高
い
目
標
を
掲
げ
た
強
い

意
気
込
み
が
伝
わ
っ
て
き
た
の

を
思
い
出
す
。

私
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
選
手
た

ち
を
応
援
し
よ
う
と
、
一
回

戦
、
対
新
潟
大
学
戦
を
観
戦
し

た
。
試
合
は
関
大
が
前
半
二
分

で
得
点
、
そ
の
ま
ま
一
対
〇
で

勝
利
。
ゴ
ー
ル
と
勝
利
の
瞬
間

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
以

上
に
選
手
の
堂
々
と
し
た
戦
い

ぶ
り
に
お
お
い
に
感
動
し
た
。

ハ
ー
ド
な
練
習
に
耐
え
、
試
合

を
勝
ち
抜
い
た
選
手
た
ち
の
生

き
生
き
と
し
た
表
情
は
と
て
も

頼
も
し
く
見
え
、
ま
た
、
選
手

や
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
固
い
信
頼

関
係
で
結
ば
れ
た
チ
ー
ム
の
力

強
さ
も
感
じ
た
。
学
生
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
学
生
の
成
長
の
大

き
さ
を
感
じ
た
瞬
間
で
あ
る
。

二
回
戦
、
対
亜
細
亜
大
学
戦

も
三
対
二
で
勝
利
し
、
試
合

後
、
選
手
に
激
励
の
言
葉
を
か

け
る
た
め
、
一
階
の
ロ
ッ
カ
ー

ル
ー
ム
に
入
っ
た
。
ユ
ニ
ホ
ー

ム
は
ず
ぶ
濡
れ
、
汗
が
額
か
ら

雨
の
よ
う
に
流
れ
て
い
る
選
手

の
笑
顔
に
感
動
し
、
激
励
の
言

葉
も
涙
声
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
れ
ま
で
悔
し
涙
を
流
し

た
こ
と
は
あ
る
が
、
映
画
、
芸

術
を
見
て
、
本
を
読
ん
で
涙
を

流
す
こ
と
が
な
か
っ
た
。
琴
線

を
ふ
る
わ
す
よ
う
な
感
動
を
享

受
す
る
心
の
余
裕
が
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
今
回
、
は
じ
め

て
生
の
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
を
観

戦
し
、
試
合
後
、
選
手
の
苦
し

さ
の
中
に
き
ら
り
と
輝
く
笑
顔

と
そ
の
姿
を
見
て
、
改
め
て
関

大
へ
の
帰
属
意
識
と
母
校
愛
に

目
覚
め
た
。

そ
の
後
も
準
決
勝
、
対
筑
波

大
学
戦
五
対
一
で
勝
利
、
そ
し

て
決
勝
戦
、
対
早
稲
田
大
学
戦

を
三
対
二
で
勝
利
し
、
優
勝
。

私
も
時
間
の
許
す
限
り
、
学
生

た
ち
と
と
も
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

応
援
に
駆
け
つ
け
た
。
全
試
合

先
制
点
を
あ
げ
た
積
極
的
な
攻

め
の
プ
レ
ー
、
一
戦
ご
と
に
力

を
つ
け
て
い
く
チ
ー
ム
の
姿
、

精
一
杯
力
を
出
し
、
最
後
ま
で

勝
利
に
向
か
っ
て
戦
う
選
手
の

姿
は
、
た
だ
勝
利
の
喜
び
だ
け

で
な
く
、
溢
れ
る
活
力
を
ス
タ

ン
ド
に
い
る
我
々
み
ん
な
に
感

じ
さ
せ
て
く
れ
た
。「
全
国
制

覇
」
は
簡
単
に
成
し
遂
げ
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
す
ば

ら
し
い
経
験
を
も
と
に
よ
り
た

く
ま
し
く
成
長
し
た
今
後
の
サ

ッ
カ
ー
部
の
勇
姿
が
今
か
ら
楽

し
み
で
あ
る
。

今
回
は
サ
ッ
カ
ー
部
が
本
学

の
「
学
生
文
化
の
フ
ロ
ン
ト
ラ

ン
ナ
ー
」
と
な
り
、
大
学
全
体

に
活
力
と
栄
光
を
も
た
ら
し
て

く
れ
た
。
本
学
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
学
生
が

い
る
。
学
生
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
活
躍
し
、
お
互
い
切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
こ
の
関
西

大
学
で
大
き
く
成
長
し
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

今
後
も
学
生
み
ん
な
が
大
き
く

飛
躍
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

（
工
学
部
教
授
）

体育会サッカー部が、「第３４回関西学生サッ
カー選手権大会」での優勝に続いて、７月１０
日に長居スタジアムで開催された「第２９回総
理大臣杯全日本大学サッカートーナメント」
決勝戦において、早稲田大学を３―２で破り、初
優勝、見事学生日本一に輝いた。

初
優
勝
に
沸
く
サ
ッ
カ
ー
部
員

◆馬術部
第４６回全関西学生障害馬術大会
７／１６（土）～１７（日）
三木ホースランドパーク
◆アイスホッケー部
全大阪大学生アイスホッケー新人戦
７／２５（月）～８／９（火）
大阪府立臨海スポーツセンター
◆自転車部
第４６回全日本学生選手権自転車競技大
会
７／３０（土）～３１（日）
長野県松本市かりがね自転車競技場
◆朝鮮歴史研究部
吹田祭りイベント参加
７／３１（日）
吹田市内祭り会場
◆ソフトテニス部
全日本学生ソフトテニス選手権大会
８／３（水）～８（月）
能都健民テニスコート
◆弓道部
全日本学生弓道選手権大会
８／４（木）～７（日）
神戸グリーンアリーナ
◆なぎなた部
第４４回全日本学生なぎなた選手権大会
８／７（日）
ヴィスポことひら
◆邦楽部
平成１７年度関西学生邦楽連盟・連盟祭
８／１２（金）
吹田メイシアター・中ホール
◆美術部
夏展
８／１４（日）～２１（日）
大正ＣＨＵＲＡＣＵＢＥ
◆ボクシング部
第６０回国体近畿ブロック
８／１９（金）～２１（日）
西宮市立中央体育館
◆ユースホステル部
グリーンキャンプ
８／２２（月）～２４（水）
大阪野外活動センター能勢
◆バレーボール部（女子）
関西バレーボール大学男女選手権大会
８／２４（水）～２６（金）
会場未定
◆器械体操部
第５９回全日本学生体操競技選手権大会
８／３１（水）～９／３（土）
パークアリーナ小牧（愛知県）
◆卓球部
関西学生卓球リーグ戦
９／１（木）～１０（土）
伏見港公園総合体育館ほか
◆テニス部
関西学生テニス選手権大会
９／１（木）～８（木）
靭テニスセンター
◆アメリカンフットボール部
関西学生秋季リーグ
９／２（金）～１０月下旬
王子スタジアムほか
◆柔道部
第７回関西学生柔道体重別団体優勝大

会・第１７回関西学生女子柔道体重別選
手権大会
９／３（土）
岸和田市総合体育館
◆バスケットボール部（男子）
関西学生バスケットボールリーグ戦
９／３（土）～１０／３０（日）
なみはやドームほか
◆軟式野球部
秋季リーグ戦
９／６（火）～２９（木）
豊中ローズ球場ほか
◆落語大学
上方落語の夕べ
９／１０（土）
兵庫県南淡町中央公民館
◆バドミントン部
関西学生バドミントン秋季リーグ戦大
会
９／１５（木）～３０（金）
大阪市立中央体育館ほか
◆ヨット部
関西学生ヨット選手権大会
９／１７（土）～１９（月）
新西宮ヨットハーバー
◆剣道部
第５３回関西学生剣道優勝大会・
第２９回関西女子剣道優勝大会
９／１９（月）
大阪市立中央体育館
◆重量挙部
第４１回西日本学生新人選手権大会
９／２５（日）
関西大学重量挙練習場
◆将棋部
新人戦予選
９／２５（日）
大阪市立大学
個人戦予選
１０／９（日）
大阪市立大学
◆野球部
関西学生野球六大学秋季リーグ戦
９月上旬～１０月下旬
西京極野球場ほか
◆アイススケート部
西日本ショートトラックスピードスケ
ート選手権大会
１０／１（土）～２（日）
難波リンク（予定）
◆空手道部
第４８回全関西大学空手道選手権大会
１０／２（日）
大阪市中央体育館
◆漕艇部
全日本大学選手権大会
１０／６（木）～９（日）
戸田（埼玉県）
◆千里山法律学会
秋季関西学生法律討論会
１０／８（土）
関西学院大学西宮上ヶ原キャンパス
◆速記部
関西学生新人速記競技大会
１０／９（日）
関西学院大学

緊迫した試合を見守る学生たち

今年で２８回目を迎えた総合関関戦が、６月１６日から１８日まで
の３日間、関西学院大学を中心に開催された。前哨戦では６勝
７敗、本戦第１日目は順調な滑り出しを見せたものの、結局１４
勝１８敗５分で苦杯を喫した。これにより、通算成績は１４勝１４敗
の五分となり、来年以降の総合関関戦のよりいっそうの隆盛に
期待がかかる結果となった。 （写真提供：関大スポーツ）

第
一
部
学
術
研

究
会
英
語
研
究
部

が
偉
業
を
成
し
遂

げ
た
。
五
月
十
五

日
に
立
命
館
大
学

衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
わ
れ
た
全
日

本
英
語
討
論
研
究

会
主
催
の
「T

h

e
2
3
rd
J
a
p

a
n
N
a
t
io
n

a
l
D
e
b
a
t
e

T
o
u
r
n
a
m
e

n
t

（
通
称
�
Ｊ
Ｎ

Ｄ
Ｔ
）」本
選
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
で
参
加
５０
チ
ー
ム

中
、団
体
優
勝
、個
人
三
位
（
一

ノ
宮
渉
さ
ん
・
文
三
）
の
成
績

を
収
め
た
。

こ
の
大
会
は
Ｎ
Ｄ
Ｔ
（
ア
メ

リ
カ
の
最
高
峰
の
デ
ィ
ベ
ー
ト

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）
の
日
本
版
と

い
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
全
国

の
大
学
か
ら
優
秀
な
デ
ィ
ベ
ー

タ
が
数
多
く
集
ま
る
。
そ
れ
ゆ

え
に
日
本
の
学
生
英
語
討
論
会

の
中
で
は
最
も
レ
ベ
ル
が
高

く
、
全
国
規
模
の
大
会
と
し
て

は
最
高
峰
の
呼
び
声
が
高
い
大

会
で
あ
る
。
こ
の
大
会
で
英
語

研
究
部
が
残
し
た
成
績（
団
体
優

勝
、個
人
三
位
）は
参
加
大
学
の

中
で
も
今
期
最
高
レ
ベ
ル
で
あ

り
、
個
人
の
成
績
に
お
い
て
は

関
西
で
は
断
ト
ツ
の
ト
ッ
プ
。

全
国
で
も
二
位
の
タ
イ
ト
ル
率

と
い
う
輝
か
し
い
も
の
で
あ

る
。ま

た
、
六
月
十
二
日
に
一
橋

大
学
で
行
わ
れ
た
こ
ち
ら
も
デ

ィ
ベ
ー
ト
の
全
国
大
会
で
あ
る

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
―
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
大
会
に

お
い
て
も
、
団
体
三
位
、
個
人

二
位
（
一
ノ
宮
渉
さ
ん
・
文

三
）
の
好
成
績
で
あ
っ
た
。

（
学
生
生
活
課
）

本
紙
五
月
号
（
第
三
百
二
十

六
号
）
で
も
紹
介
し
た
体
育
会

射
撃
部
の
安
西
美
帆
さ
ん
（
文

一
）
が
、
六
月
二
十
五
日
、
二

十
六
日
に
熊
本
県
総
合
射
撃
場

で
行
わ
れ
た
第
三
十
五
回
西
日

本
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
選
手
権

大
会
で
、
見
事
優
勝
を
果
た
し

た
。
調
子
は
あ
ま
り
よ
く
な
か

っ
た
と
い
う
安
西
さ
ん
だ
が
、

社
会
人
も
参
加
す
る
大
会
に
も

関
わ
ら
ず
、
最
後
ま
で
高
い
集

中
力
を
維
持
し
、
大
学
入
学
後

の
大
会
で
の
最
高
得
点
で
あ
る

三
百
九
十
二
点
を
打
ち
出
し

た
。

副
学
長
（
総
務
・
学
生
担
当
）

小
幡

斉

ＥＳＳが快挙達成

射
撃
部
の
安
西
美
帆
さ
ん
が
優
勝

す
ば
ら
し
い
快
進
撃
に
感
動

学生諸団体の行事予定
（７／１５～１０／１２）
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ベージュと茶のストライプ模様のキャンバ
ス地を使ったこのトランクは、「80
Courrier Cuire」と呼ばれるもので、
1872（明治５）年に製造され、1884
（明治17）年９月２日に当時の値段
1,800フランで販売されたものです。購
入したのは小倉久という日本人でした。
小倉は当時、駅逓官という役職にあり、

1884（明治17）年、ポルトガルのリスボ
ンで開かれた万国郵便会議に出席したお
り、パリのルイ・ヴィトン社に立ち寄り、
このトランクを購入しました。帰国後、小倉は彼
本来の専門であった司法畑の職務にもどり、1886
（明治19年）に大阪控訴院検事となります。その
とき、関西大学の前身である関西法律学校創立の

ことにあたり、創立者の１人として、検事の傍ら
初代校長も務めました。
現在、ルイ・ヴィトン社が所有する19世紀後半

の顧客名簿の中には、十数人の日本人らしい名前
が見出されます。フランス特命全権大使であった
鮫島尚信（1878年、80年／注文購入した年）、大
山巌（1882年）、後藤象二郎（1883年）、小倉久
（1884年）、西園寺公望（1886年、88年）、岩倉具
視（1900年）らがルイ・ヴィトンの製品を買
い求めています。
小倉のトランクは、関西大学創立100周
年のときにご遺族から寄贈されましたが、
このトランクより前に購入されたものの
存在が今のところ確認されていませんの
で、現状では小倉のトランクが「現存する
日本で最も古いルイ・ヴィトンのトランク」
と言えるでしょう。なお、ルイ・ヴィトン
のトレードマークである「L」と「V」が組
み合わされた「モノグラム」というデザイ

ンは、この当時、まだ使用されていませんでした。
小倉のトランクは「レイエ」というデザインです
が、このデザインも当時、人気が高いものでした。
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関西大学は、1886（明治19）
年11月４日に関西法律学校と
して誕生していますが、その
とき、校主の吉田一士や、講
師で初代校長を務めた小倉久、
さらには名誉校員の児島惟謙
といった12人の人たちが創立
のことにあたりました。
このうち、児島惟謙は1891

（明治24）年に警備の巡査がロ
シア皇太子に切りつけた「大
津事件」が起こった際、大審
院長（現在の最高裁判所長官）
として、この国難に対処すべ
く、尽力した人物として有名
です。
12人の創立者の大半は司法

官でしたが、そのほとんどが
「司法省法学校」を卒業した俊
秀たちでした。そのなかの１
人に手塚太郎という人物がい
ます。この人は1880（明治13）
年に司法省法学校第２期生と
して入学、明治17年に卒業し
たのち、検事として千葉始審
裁判所詰、さらには1886（明
治19）年７月に大阪始審裁判
所詰となり裁判業務に携わり
ました。そしてそのころ、関
西法律学校創立のことに与っ
ています。その後、司法官と
して国内の裁判所を歴任した
手塚は、最後、長崎控訴院長
となりました。
そしてこの

手塚太郎こそが、漫画家手塚治虫
さんのおじいさんなのです。手
塚太郎は晩年を宝塚で過ごし、
幼かった手塚治虫さんをかわい
がったといいます。手塚治虫さ
んは「鉄腕アトム」の生みの親。
ということは、手塚治虫さんのお
じいさんである手塚太郎は、「アト
ム」から見ればひいおじいさんにあ
たるというわけです。なお、手塚太
郎の父、良仙（良庵）は、幕末に緒方洪庵が大阪に
開いた適塾で学んでいますが、手塚治虫さんは、自
身の曽祖父である手塚良仙を主人公にした『陽だま
りの樹』という作品も残しています。

中央の小高い丘の上に飛行塔がそびえ、中段に
は野外音楽堂や小さな乗り物が走る公園、下段に
は植物園などが配置されており、その説明として
「千里山遊園」という文字が見えます。さらに、そ
の右奥には、「関西大学」という説明書きも読み
取れます。
この絵から分かるように、現在の第一高等学校、

第一中学校から法人・教学の本部である関西大学
会館、創立100周年記念会館、さらには社会学部
学舎がある丘陵部一帯こそが、かつて「千里山遊
園」と呼ばれた遊園地だったのです。
「千里山遊園」は、1920（大正９）年に北大
阪電気鉄道により「千里山花壇」として開設さ
れ、枚方遊園と並んで大阪の一大行楽地として人
気を集めました（1938＜昭和13＞年に「千里山遊
園」と改称）。秋には菊人形展も盛大に開催され、
数多くの観客が訪れました。園内には飛行塔や野
外音楽堂、ボート池、人工滝、小動物園などが設
けられ、特に飛行塔は子どもたちの人気の的とな
ったようです。
「千里山遊園」は戦争の激化に伴って一時休園

し、戦後、1946（昭和21）年に再開されたものの、
1949（昭和24）年に枚方遊園の菊人形が復活した

ことから入園者数が減
少、1950（昭和25）
年には閉園となりま
した。同年末、関西
大学はこの土地を譲
り受け、翌1 9 5 1

（昭和26）年に幼稚園、
さらには高校や中学などの校舎

を建設していきました。ちなみに飛行塔は、
現在、社会学部の学舎がある付近に立っていたと
思われます。また、野外音楽堂の場所には現在、
創立100周年記念会館が建っています。

年史編纂室（出版部出版課）
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▼写真にご注目ください。

関� 大�  Trivial こんな逸話�　ごぞんじですか�
関� 大�

関� 大�

小倉　久 氏

手塚太郎 氏

▼まずは写真をごらんください。

吉田初三郎（1884-1955）画伯筆

※無断転載不可

平成１７年（２００５年）７月１５日
大阪府吹田市山手町３―３―３５
http://www.kansai-u.ac.jp/
次号は１０月１３日発行の予定です

第３２８号

大
学
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
講

義
が
開
講
さ
れ
て
お
り
、
学

生
は
そ
こ
で
多
く
の
知
識
を

学
ぶ
。
し
か
し
、
授
業
だ
け

で
は
学
べ
な
い
も
の
も
あ

る
。
今
回
の
特
集
で
は
関
大

で
の
ゼ
ミ
の
活
動
を
紹
介
し

て
い
る
が
、
ゼ
ミ
で
は
授
業

以
外
に
多
く
の
大
切
な
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
授

業
で
は
一
般
に
答
え
の
分
か

っ
て
い
る
問
題
を
い
か
に
解

く
か
を
教
え
る
。
し
か
し
ゼ

ミ
で
は
学
生
が
自
ら
問
題
を

考
え
出
し
、
そ
の
答
え
を
得

る
た
め
の
方
法
や
手
段
を
工

夫
す
る
。
先
生
は
会
話
を
通

じ
て
そ
れ
を
助
け
る
。
ま

た
、
ゼ
ミ
で
は
コ
ン
パ
や
ゼ

ミ
旅
行
な
ど
の
行
事
も
行
わ

れ
、
先
生
や
メ
ン
バ
ー
の
間

に
、
よ
り
親
密
な
関
係
が
築

か
れ
る
。
ゼ
ミ
で
の
研
究
活

動
が
大
学
生
活
で
の
一
番
の

思
い
出
と
な
り
、
ゼ
ミ
生
活

で
身
に
つ
け
た
も
の
は
、
卒

業
後
の
人
生
を
豊
か
に
し
て

く
れ
る
と
信
じ
て
い
る
。

（
原

武
久
）

�編集後記�

森
田
雅
也
（
も
り
た
・
ま

さ
や
）

人
的
資
源
管
理
論
専

攻
。
研
究
関
心
は
仕
事
に

お
け
る
自
律
性
で
あ
り
、

最
近
で
は
裁
量
労
働
制
や

育
児
・
介
護
休
業
制
度
な

ど
自
律
的
な
働
き
方
を
可

能
に
す
る
諸
制
度
の
実
態

究
明
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
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